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第５１７回（定例）福崎町議会会議録

令和７年３月３日（月）

午前９時３０分 開 会

○令和７年３月３日、第５１７回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。

○出席議員 １４名

１番 石 川 治 ８番 小 林 博

２番 竹 本 繁 夫 ９番 河 嶋 重一郎

３番 牛 尾 雅 一 １０番 松 岡 秀 人

４番 大 塚 記美代 １１番 城 谷 英 之

６番 植 岡 茂 和 １３番 三 輪 一 朝

７番 宇 﨑 壽 幸 １４番 前 川 裕 量

○欠席議員 （な し）

○事務局より出席した職員

事 務 局 長 澤 田 和 也 主 事 阿 保 佑 夏

○説明のため出席した職員

町 長 尾 﨑 吉 晴 副 町 長 近 藤 博 之

教 育 長 髙 橋 渉 公 営 企 業 管 理 者 福 永 聡

技 監 津 田 知 宏 町参事兼学校教育課長 大 塚 謙 一

総 務 課 長 岩 木 秀 人 企 画 財 政 課 長 蔭 谷 秀 樹

税 務 課 長 岡 本 昌 文 地 域 振 興 課 長 成 田 邦 造

住 民 生 活 課 長 山 本 克 典 福 祉 課 長 小 幡 伸 一

ほ け ん 年 金 課 長 西 村 由紀子 農 林 振 興 課 長 吉 田 利 彦

ま ち づ く り 課 長 山 下 勝 功 上 下 水 道 課 長 橋 本 繁 樹

会 計 管 理 者 福 永 知 美 社 会 教 育 課 長 木ノ本 雅 佳

○議事日程

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定

第 ３ 諸報告

第 ４ 報告第 １号 議会の委任による専決処分の報告について（特別教室空調設

備等設置工事）

第 ５ 報告第 ２号 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を

定め和解すること）

第 ６ 議案第 １号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度福崎町一

般会計補正予算（第５号））

第 ７ 議案第 ２号 市川町外三ケ市町共有財産事務組合議会議員の選任について

第 ８ 議案第 ３号 人権擁護委員の推薦について

第 ９ 議案第 ４号 中播北部行政事務組合規約の一部変更について

第１０ 議案第 ５号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例について
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第１１ 議案第 ６号 一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整備に関する条例について

第１２ 議案第 ７号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例について

第１３ 議案第 ８号 福崎町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

の一部を改正する条例について

第１４ 議案第 ９号 町道大貫～山田線ボツクス内排水設備維持管理に係る基金の

設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例について

第１５ 議案第１０号 福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例に

ついて

第１６ 議案第１１号 福崎町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例

の一部を改正する条例について

第１７ 議案第１２号 福崎町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例について

第１８ 議案第１３号 福崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に

関する条例の一部を改正する条例について

第１９ 議案第１４号 福崎町下水道事業条例の一部を改正する条例について

第２０ 議案第１５号 福崎町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例について

第２１ 議案第１６号 福崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

第２２ 議案第１７号 福崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について

第２３ 議案第１８号 福崎町第３期子ども・子育て支援事業計画について

第２４ 議案第１９号 令和６年度福崎町一般会計補正予算（第６号）について

第２５ 議案第２０号 令和６年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）について

第２６ 議案第２１号 令和６年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）について

第２７ 議案第２２号 令和６年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

について

第２８ 議案第２３号 令和６年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）につい

て

第２９ 議案第２４号 令和７年度福崎町一般会計予算について

第３０ 議案第２５号 令和７年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について

第３１ 議案第２６号 令和７年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算について

第３２ 議案第２７号 令和７年度福崎町介護保険事業特別会計予算について

第３３ 議案第２８号 令和７年度福崎町水道事業会計予算について

第３４ 議案第２９号 令和７年度福崎町工業用水道事業会計予算について

第３５ 議案第３０号 令和７年度福崎町下水道事業会計予算について

第３６ 議案第３１号 福崎町道路線の廃止及び認定について

○本日の会議に付した事件

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定

第 ３ 諸報告

第 ４ 報告第 １号 議会の委任による専決処分の報告について（特別教室空調設
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備等設置工事）

第 ５ 報告第 ２号 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を

定め和解すること）

第 ６ 議案第 １号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度福崎町一

般会計補正予算（第５号））

第 ７ 議案第 ２号 市川町外三ケ市町共有財産事務組合議会議員の選任について

第 ８ 議案第 ３号 人権擁護委員の推薦について

第 ９ 議案第 ４号 中播北部行政事務組合規約の一部変更について

第１０ 議案第 ５号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例について

第１１ 議案第 ６号 一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整備に関する条例について

第１２ 議案第 ７号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に

関する条例について

第１３ 議案第 ８号 福崎町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

の一部を改正する条例について

第１４ 議案第 ９号 町道大貫～山田線ボツクス内排水設備維持管理に係る基金の

設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例について

第１５ 議案第１０号 福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例に

ついて

第１６ 議案第１１号 福崎町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例

の一部を改正する条例について

第１７ 議案第１２号 福崎町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例について

第１８ 議案第１３号 福崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に

関する条例の一部を改正する条例について

第１９ 議案第１４号 福崎町下水道事業条例の一部を改正する条例について

第２０ 議案第１５号 福崎町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例について

第２１ 議案第１６号 福崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

第２２ 議案第１７号 福崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について

第２３ 議案第１８号 福崎町第３期子ども・子育て支援事業計画について

第２４ 議案第１９号 令和６年度福崎町一般会計補正予算（第６号）について

第２５ 議案第２０号 令和６年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）について

第２６ 議案第２１号 令和６年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）について

第２７ 議案第２２号 令和６年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

について

第２８ 議案第２３号 令和６年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）につい

て

第２９ 議案第２４号 令和７年度福崎町一般会計予算について

第３０ 議案第２５号 令和７年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について

第３１ 議案第２６号 令和７年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算について

第３２ 議案第２７号 令和７年度福崎町介護保険事業特別会計予算について
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第３３ 議案第２８号 令和７年度福崎町水道事業会計予算について

第３４ 議案第２９号 令和７年度福崎町工業用水道事業会計予算について

第３５ 議案第３０号 令和７年度福崎町下水道事業会計予算について

第３６ 議案第３１号 福崎町道路線の廃止及び認定について

開会及び開議

議 長 皆さん、おはようございます。

第５１７回福崎町議会定例会の開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。

まだまだ朝夕の肌寒い日が続いておりますが、日ごとに春の兆しを感じる季節

になりました。議員の皆様におかれましては、ご健勝にてご参集賜り、誠にあ

りがとうございます。

さて、本定例会に提案されます案件は、報告第１号から議案第３１号までの報

告２件、議案３１件の計３３件であります。令和７年度予算をはじめ、いずれ

も重要な案件でありますので、慎重にご審議いただき、また、議事の円滑なる

運営につきましても、格別のご協力をお願いいたしまして、本定例会の開会の

挨拶といたします。

ただいまの出席議員数は１４名でございます。定足数に達しております。よっ

て、第５１７回福崎町議会定例会が成立したことを宣告いたします。

また、総務課及び事務局から写真撮影の申出が出ておりますので、撮影を許可

いたします。

ただいまから第５１７回福崎町議会定例会を開会いたします。

これより本日の日程に入ります。

本日の日程は、配付しております議事日程に記載のとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

議 長 日程第１は、会議録署名議員の指名であります。

会議録署名議員の指名は、会議規則第１２７条の規定により議長が指名いたし

ます。

３番、牛尾雅一議員

９番、河嶋重一郎議員

以上の両議員にお願いいたします。

日程第２ 会期の決定

議 長 日程第２は、会期の決定であります。

会期の決定の件を議題といたします。

去る２月２５日、議会運営委員会を開いて検討をお願いいたしましたところ、

既に皆様に配付しております日程表案のとおり、本日から３月２５日までの２３

日間としたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長 異議なしと認めます。

よって、会期は本日から３月２５日までの２３日間といたします。
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日程第３ 諸報告

議 長 日程第３は、諸報告であります。

１２月２０日の第５１６回福崎町議会定例会閉会後、本日までの議会活動につ

いて、事務局に報告させます。

事 務 局 議会活動報告をいたします。

報告の内容につきましては、主なものを申し上げます。

１月１７日、ＨＡＴ神戸において、１．１７のつどい 阪神・淡路大震災３０

年追悼式典が開催され、議長が出席いたしました。

２月５日、エルデホールにおいて、神崎郡町村議会議長会議員研究会が開催さ

れ、議長及び各議員が出席いたしました。

２月１４日、湊川神社楠公会館において、兵庫県町議会議員公務災害補償組合

議会及び兵庫県町議会議長会臨時総会が開催され、議長が出席いたしました。

そのほかの議会活動報告は、配付の報告書のとおりです。

以上です。

議 長 以上で、議会活動報告を終わります。

また、例月出納検査の報告書が議長宛てに提出されておりますので、その写し

を配付しております。

さらに地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２９条の規定により議

員を派遣したので、議会調査研究事業実施要領第６条の規定により、議員派遣の

報告について配付しております。

次は、議案の上程及び議案説明であります。

これより、報告第１号 議会の委任による専決処分の報告について（特別教室

空調設備等設置工事）から、議案第３１号 福崎町道路線の廃止及び認定につ

いてまでの３３件を議題といたします。

これから上程議案に対する町長の提案内容の説明を求めてまいります。

町 長 皆様、おはようございます。今年は立春に入っても寒波が襲来し、厳しい寒さ

が続きましたが、ようやくつくしが顔を出す時期になり、春を感じるようにな

ってきました。本日、第５１７回福崎町議会定例会を招集しましたところ、ご

出席を賜り、誠にありがとうございます。

令和７年３月議会の開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。

１月２０日、アメリカ大統領にトランプ氏が就任されました。アメリカ第一主

義がますます強まる中、２月上旬に石破首相がアメリカを訪問し、首脳会談が

行われました。トランプ大統領が就任後に面会される外国首脳は、イスラエル

のネタニヤフ首相に次いで２人目でありました。日本が重要視されていること

は喜ばしいことだと思います。今のところ、会談に好意的な意見が多いように

思いますが、世界がトランプ政権の行動を固唾をのんで注視している状況では

ないかと思います。アメリカは少し力は衰えたとはいえ、世界一の超大国であ

ります。日本にはアメリカと良好な関係を築きながら、世界平和と安定的な世

界経済の発展に貢献してほしいと思います。

さて、今年は阪神・淡路大震災から３０年の節目の年にあたります。元日の神

戸新聞に次のような記事が載っていました。戦後の８０年間に日本で起きた震

度６弱以上の地震のうち、約９割が阪神・淡路大震災以降に集中している。日

本列島は、阪神・淡路大震災以降、地震の活動期に入ったとする見方があると

いうものです。昨年の正月にも、能登半島で大地震が発生しました。今後想定

されている福崎町での地震の規模は、南海トラフ地震で震度５強、山崎断層帯
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地震で震度６弱です。

一方では、気候変動の影響で、台風は大型化し、集中豪雨が激甚化、頻発化し

ています。こういった自然災害に対する備えをしっかりとしていかなければな

らないと改めて感じているところです。

また、今年は大阪・関西万博が開催されます。前回の大阪万博は１９７０年、

昭和４５年の開催でありました。そのときの目玉はといいますと、アメリカ館

の月の石と日本の電気通信館のワイヤレステレホンであったように記憶してい

ます。ワイヤレステレホンはその後、携帯電話、スマートフォンへと進化して、

今では私たちの生活に欠かすことのできないツールとなっています。今回の大

阪・関西万博でも新しい技術が紹介されます。その一つは空飛ぶクルマです。

今回の万博ではデモ飛行にとどまるようですが、２年後には東京都心と成田空

港間を商業化するとのことです。そのほかにも、火星の石やｉＰＳ心臓の展示、

１周約２キロメートルの大屋根リングなどの見どころがあります。世界各国か

ら関西に多くの方がお越しになる中、福崎町をＰＲするよい機会だと捉えてい

ます。外国人の中には妖怪好きの方も多いと聞いています。福崎町の妖怪によ

るまちおこしに関心を持っていただき、地域経済の活性化にもつなげていきた

いと考えています。

また、令和７年度は妖怪によるまちづくりの礎を築かれた日本民俗学の父、柳

田國男先生生誕１５０周年にあたりますので、記念事業を行ってまいります。

令和７年度予算の重点項目の１点目は、子育て支援と教育環境の充実でありま

す。

まず、中学校の給食費の無償化を行います。学校給食費材料代高騰分は町負担

とします。ただし、給食費の無償化は財源が確保できる期間とさせていただき

ます。

次に、小・中学校体育館の空調設備整備事業に取り組みます。

２点目は、災害に強い安全・安心のまちづくりです。

公共下水道事業として進めている福田地区の直谷第２雨水幹線工事の本体工事

は完了のめどがつきました。南田原地区の川すそ雨水幹線工事は引き続き計画

的に進めます。また、緊急浚渫推進事業として、西谷川の土砂撤去を行います。

３点目は、ＪＲ福崎駅へのアクセス道路の強化です。福崎駅田原線、千束新町

線の道路新設改良事業を着実に進めます。

４点目は、広域行政施設の整備であります。

新ごみ処理施設建設事業と中播消防署の建替事業は、神崎郡３町広域での合意

事業ですので、確実に進めてまいります。

これらの事業に重点的に取り組んでまいりますが、決算は３年連続の赤字で、

令和７年度当初予算も赤字となっています。令和３年度は新型コロナウイルス

感染拡大により執行できなかった事業の不用額や、コロナ対応交付金の給付に

より３億２，０００万円を財政調整基金に積むことができましたが、令和４年

度は１億３，０００万円、５年度は２億３，０００万円の取崩し、６年度は最

終予算で２億９，０００万円の取崩し、７年度当初予算では３億９００万円の

取崩しと、大変厳しい財政状況となっています。

要因は何点かあります。１点目は、会計年度任用職員制度の導入による処遇改

善と近年の人事院勧告による人件費の増です。２点目は、くれさかクリーンセ

ンターの焼却炉停止による中継積替え運搬経費の発生と焼却費の増。３点目は、

駅周辺整備事業に係る地方債の元利償還金の支払いなどがあります。令和７年

度から９年度にかけては、新ごみ処理施設建設事業と中播消防署の建替事業が
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控えており、特にここ３年間は厳しい財政運用を余儀なくされます。

一方で、歳入の増については、町税では、工業団地はあるものの、本社の立地

は少ないので、国税の法人税のような大きな伸びは期待できません。ふるさと

納税では若干の伸びを見込んでいるものの、不安定な要素もあり、見通しを立

てにくい財源であります。

令和７年度は、昨年１２月の全員協議会でお示しした行政改革を反映した予算

とさせていただいています。加えて、大変厳しい財政状況であることを住民の

皆様にもご理解をいただくために、特別職４人の給与カットも提案させていた

だいております。

令和７年度は、行政改革大綱の見直しの時期にあたりますので、歳出のみなら

ず、使用料、手数料などの歳入も併せて行政改革を進めさせていただきたいと

考えています。住民の皆様にもしっかりご理解いただけるように広報にも取り

組みますので、よろしくお願いをいたします。

令和７年度一般会計の総額は１１３億１，７００万円で、対前年度比１３億８，

４００万円、率にして１３．９％の増としました。特別会計を合わせた総額は

１８１億２，２０９万５，０００円で、対前年度比１０億７，６７５万円、率

にして６．３％の増としました。

各課が取り組む主な事業は次のとおりです。

総務課です。柳田國男先生生誕１５０年を記念して、山桃忌に合わせて柳田國

男ゆかりサミットを開催します。山桃忌を楽しんでいただくとともに、柳田國

男先生をきっかけに今後の新たな自治体交流が生まれることを目指します。

また、友好都市、岩手県遠野市とは、遠野市産業まつりや、福崎秋まつりにお

いて、それぞれの特産物の販売を行うなど、文化・教育・観光の各分野で交流

を継続し、友好の絆を深めます。

福崎町議会議員選挙については、選挙公営制度が適用されてから２回目の町議

選となります。令和７年７月に予定されている参議院議員選挙と合わせて、正

確で公平・公正な執行を図ります。

庁舎管理では、庁舎照明設備改修工事を継続し、令和７年度は議場照明のＬＥ

Ｄ化を進めます。

企画財政課です。令和７年度も引き続き、第６次総合計画の実現に向けて、各

種事業に取り組みます。

また、政策目標などを示す福崎町総合戦略【第３期】を策定します。さらに、

持続可能な財政運営のため、継続して行政改革に取り組むとともに、第７次行

政改革大綱・実施計画を策定します。

行政事務の効率化のため、自治体情報システム標準化事業に継続的に取り組み

ます。

税務課では、貴重な自主財源である町税において、税目ごとの課税客体の的確

な把握と課税に努めます。

あわせて、国税徴収法、地方税法、町税条例及び債権管理条例などの規定に基

づき、適正な滞納整理、債権管理を行うことにより、徴収率の一層の向上を目

指します。

また、窓口収納の効率化を図るため、セミセルフレジを導入します。

地域振興課では、１年を通して各種イベントを開催し、地域を元気に盛り上げ

ます。春の辻広場まつりは、観桜会と合わせて４月５日に開催します。夏まつ

りでは、第５０回を記念して、花火・総おどりや夜店の出店に加え、ガジロウ

とコラボしたにゃんごすたーの特別ステージを開催します。秋まつりは、商工



－8－

会によるステージ発表会などを行います。そして柳田國男先生生誕１５０年を

記念して、妖怪と和太鼓が融合した和製演劇サーカスを上演します。冬は、好

評だったＦｕｋｕランタン事業を実施します。

また、第３回手話ダンス甲子園を９月に開催し、共生のまちづくりを進めます。

ふるさと応援寄附金事業では、寄附額のさらなる増収を図るため、プロジェク

トチームとともに取り組んでいきます。

商工業振興では、円安による物価高の継続、長引くロシア・ウクライナ情勢に

よる収益への影響、そして後継者不足や人手不足など中小企業が抱える経営課

題に対応するため、商工会と連携した支援に取り組みます。

観光振興では、辻川山公園の整備とガジロウの更新、観光交流センターのレン

タサイクルの更新や、妖怪ベンチを増設します。

また、もち麦の販路拡大やＰＲ活動など、もち麦ブランド化事業を展開します。

住民生活課です。福崎町民が安全で安心に暮らせるよう、福崎警察署の協力を

得ながら、防犯活動を進めます。通学路の安全確保や防犯対策のため、引き続

き防犯カメラを計画的に設置します。

交通安全対策では、通学路のカラー塗装など通学路危険箇所の改善に努めると

ともに、標識や啓発看板等の設置、凍結防止ミラーを計画的に設置します。

窓口では、デジタル手続法や戸籍法の改正に伴い、戸籍及び戸籍附票に読み仮

名をつけるため、戸籍システムの改修、振り仮名照会通知を行います。

また、住基システム、戸籍システムの標準化に向けての準備を進めていきます。

くれさかクリーンセンターにおいては、可燃ごみは引き続き姫路市へごみ処理

委託を行います。また、神崎郡ごみ処理施設稼働後のくれさかクリーンセンタ

ーの在り方について、姫路市との協議を継続して進めていきます。

消防では、福崎町消防団あり方検討委員会からの提言内容に基づき、団員定数

や機能別団員、女性消防団員の加入促進など、消防団の活性化について検討を

進めます。

福祉課です。障がい福祉は、障害者総合支援法に基づき、福祉サービスや相談

支援について第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画に基づき、手話

言語条例関連事業として、町民向け手話講座の開催や、手話ダンスチームの育

成等を実施します。

また、基幹相談支援センター事業では、引き続き生きづらさを抱え、ひきこも

り状態にある人の支援として、大人の居場所づくり事業に取り組みます。

高齢者福祉事業では、人口構造の変化や時代背景を鑑み、７７歳到達者に支給

していた長寿祝金事業を廃止します。８８歳到達者については事業を継続しま

す。

介護保険事業では、高齢者を取り巻く環境の変化による課題に対応するととも

に、第９期ゴールドサルビアプランに基づき、引き続き事業を進めます。

ほけん年金課です。町民の健康を守るため、国民健康保険、後期高齢者医療の

業務を行うほか、乳幼児から高校生までの方、重度の障がいのある方、ひとり

親家庭、高齢者等が安心して医療が受けられるよう、医療費のうち自己負担部

分の助成を行っています。

保健センター内に設置したこども家庭センターでは、令和６年度に導入した子

ども育成支援総合相談システムを活用して、支援を必要とする子ども、妊産婦

などへのサポートプランを作成し、計画的・効果的に支援を実施します。

予防接種事業では、帯状疱疹が定期接種Ｂ類疾病に位置づけられることになっ

たため、対象年齢の方に接種していただけるよう、周知広報を行います。
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町ぐるみ健診の受診率向上と、若い世代の健康意識の向上のため、引き続き、

国民健康保険の被保険者、３９歳以下及び７５歳以上の特定健診、基本健診の

負担金を無料とします。

農林振興課です。令和６年度に事業の採択申請を行い、令和７年度の事業実施

の採択を受けた西治地区のヤケヌケ井堰の実施設計を行います。

県営かんがい排水事業では、西光寺野の幹線かんがい排水路について、健全度

の再診断を行うとともに、改修工事の実施設計を行います。

農地基盤整備では、高岡福田ほ場整備事業を推進するとともに、山崎地区ほ場

整備事業の実施設計に着手します。

ため池整備事業では、町営ため池整備事業として（南大貫）宮の池本体の改修

工事を実施します。また、県営ため池整備事業として、令和５年度に採択を受

けた直谷池の実施設計に着手します。

森林環境譲与税基金活用事業では、令和６年度に引き続き、森林の公益的機能

の保全や森林振興を目的に、町内民有林の間伐等の森林整備に補助金を交付し

ます。

国土調査では、山林の地籍調査を引き続き推進します。

まちづくり課です。道路整備事業では、通学路の安全対策として、町道大貫山

田線の道路改良事業を引き続き推進します。

あわせて、各集落内の道路改修や通行に支障を来す危険箇所の解消を進めます。

また、道路の安全対策として、リース方式の導入による全ての道路照明のＬＥ

Ｄ化に取り組みます。

河川整備事業では、河川美化事業として、県河川である市川、七種川の草刈り

等を実施します。

都市計画・まちづくり事業では、福崎町都市計画マスタープランの改定に合わ

せ地域の実情に合った区域指定を目指し、土地利用基本計画や特別指定区域な

どの見直しに引き続き取り組みます。

空き家対策では、昨年６月に町全域において県の空家等活用促進特別区域の指

定を受けました。引き続き、空家活用支援事業補助及び特定空家等除去事業補

助を活用しながら、空家等対策計画に基づいた総合的かつ計画的な空き家対策

を実施します。

上下水道課です。水道事業では八反田水管橋の耐震補強工事を継続して行いま

す。また、三ノ宮配水池送配水管更新工事は、第３工区を繰越事業として実施

します。

工業用水道事業では、七種川水管橋の更新工事に着手します。工事期間は令和

８年度までの２年間を予定しています。

下水道事業の汚水整備では、農業集落排水の公共下水道への統合に着手します。

令和７年度は、板坂地区での工事を予定しています。

学校教育課です。公立幼児園では、保育業務支援システムを活用し、保育教諭

の業務負担軽減と利用保護者の利便性の向上に努めます。

教育環境をさらに向上させるため、福崎町学校施設等長寿命化計画に基づき、

中学校２校の体育館に空調設備を設置するための工事実施設計業務を委託しま

す。

中学校の休日部活動の地域展開について、地域人材による部活動指導員を配置

し、地域連携を進めます。

令和７年度から１２年度にかけてのＧＩＧＡ第２期で使用するデジタル端末を

令和７年度で更新し、個別最適な学びと協働的な学びの充実を推進します。
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小学校に不登校支援員を増員し、増加する不登校児童生徒への対策を強化しま

す。

引き続き学習支援員、介助員、スクールカウンセラー及びスクールソーシャル

ワーカーを配置し、教育課題の解決に取り組みます。

社会教育課です。

第４６回山桃忌は柳田國男先生生誕１５０年を記念して、エルデホールにおい

て、８月２日に第１部「柳田國男生誕１５０年 故郷から」と題して式典、講

演及びシンポジウム、８月３日に第２部「ひょうご民俗芸能祭 令和７年度ふ

れあい文化の祭典」を開催します。

男女共同参画社会、女性活躍を推進するための福崎町男女共同参画基本計画が

令和７年度で１０年間の計画期間満了となるため、次期男女共同参画基本計画

を策定します。

青少年野外活動センターでは、熱中症などを予防するため、山小屋に空調設備

を設置します。

さて、今議会に提出いたします議案等につきましては、報告２件、議案３１件

の計３３件です。

報告第１号は、特別教室空調設備等設置工事に係る議会の委任による専決処分

の報告で、事業量の増に伴い変更契約を締結したため、議会に報告するもので

す。

報告第２号は、消防団車両の物損事故における損害賠償の額を定め、和解する

ことについて、専決処分をしたため、議会に報告するものです。

議案第１号は、低所得世帯・低所得子育て世帯支援臨時給付金に係る補正予算

で、議会を開く時間がなく、専決処分させていただきましたが、その承認を求

めるものです。

議案第２号 市川町外三ケ市町共有財産事務組合議会議員の選任は、組合議会

議員の任期満了に伴う人事案件で、新たに１８名を推薦することについて議会

の同意を求めるものです。

議案第３号は、人権擁護委員の川端久美子氏が任期満了となるため、さらに同

氏を推薦することについて議会の同意を求めるものです。

議案第４号は、中播北部行政事務組合の規約変更を構成団体と協議することに

ついて、議会の議決を求めるものです。

議案第５号 特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部改正は、持

続可能な行財政運営の確保に資するため、令和７年度の間、町長、副町長、教

育長及び公営企業管理者の給与を減額することについて、議会の議決を求める

ものです。

議案第６号 一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備に関する条例は、令和６年８月人事院勧告に基づく地域

手当の支給等について、関係する条例を改正することについて、議会の議決を

求めるものです。

議案第７号、議案第８号、議案第１０号、議案第１１号、議案第１３号、議案

第１６号及び議案第１７号の７議案は、上位法令の改正などに伴うものです。

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例、個人

番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例、消防団員等公務災害補償条

例、非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例、水道事業に係る布

設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例、特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び家庭的保育事業等の設備
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及び運営に関する基準を定める条例で、それぞれ一部改正することについて、

議会の議決を求めるものです。

議案第９号は、行政改革の一環として、基金全体額を目的事業に充当できるよ

うにするため、町道大貫～山田線ボツクス内排水設備維持管理に係る基金の設

置及び管理に関する条例、福崎町教育奨励基金条例及び福崎町環境保全基金条

例の３つの基金条例を一括して改正するものです。

議案第１２号 長寿祝金支給条例の一部を改正する条例は、高齢者と呼ばれる

年齢であっても、心身が健康で活発な社会活動を行う人が増え、７７歳が長寿

という認識はなくなりつつあることから、７７歳の方への支給を廃止しようと

するものです。

議案第１４号 下水道事業条例の一部改正は、公共下水道の経費回収率１０

０％を目指し、基本使用料と従量使用料からなる二部使用料制を維持しつつ、

使用料単価を改定するため、議会の議決を求めるものです。

議案第１５号は、農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改

正は、公共サービスの負担の公平性の観点から、農業集落排水処理施設及び個

別排水処理施設の使用料体系と公共下水道の使用料体系を統一するため、今回

改定する公共下水道の使用料体系を採用しようとするものです。

議案第１８号 福崎町第３期子ども・子育て支援事業計画については、子ど

も・子育て支援法に基づき、３期目の事業計画を策定するもので、計画期間は

令和７年度から令和１１年度までの５年間です。

議案第１９号 令和６年度福崎町一般会計補正予算（第６号）から議案第２３

号 令和６年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）までの５議案は、令

和６年度の各会計の補正予算について、議会の議決を求めるものです。

議案第２４号 令和７年度福崎町一般会計予算から議案第３０号 令和７年度

福崎町下水道事業会計予算までの７議案は、令和７年度の当初予算について、

議会の議決を求めるものです。

議案第３１号 福崎町道路線の廃止及び認定については、道路法の規定に基づ

き、各町道の廃止及び認定について、議会の議決を求めるものです。

以上、報告が２件、議案は、人事案件が２件、規約変更が１件、条例改正が１

３件、計画策定が１件、予算は補正予算、当初予算合わせて１３件、そのほか

１件の計３１件、合計３３件となっています。

詳細説明は副町長、公営企業管理者ほか担当課長が行いますので、ご審議賜り、

ご賛同いただきますよう、よろしくお願いを申し上げて、所信表明とさせてい

ただきます。

議 長 ただいま町長から上程議案に対する概要の説明が終わりました。

これから議案番号順に詳細なる説明を求めてまいりますが、関連する議案は複

数で説明を求める場合もございますので、あらかじめご了承ください。

日程第４ 報告第１号 議会の委任による専決処分の報告について（特別教室空調設備等設置

工事）

議 長 日程第４、報告第１号 議会の委任による専決処分の報告について（特別教

室空調設備等設置工事）を議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

まちづくり課長 報告第１号 議会の委任による専決処分の報告について（特別教室空調設備

等設置工事）について、ご説明を申し上げます。
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この報告は、地方自治法第１８０条第１項の規定及び議会の権限に属する事項

中、町長が専決処分することができる事項の規定により、令和６年６月１１日

に工事請負契約を締結した特別教室空調設備等設置工事について、専決処分に

より工事請負契約の変更を令和６年１２月２３日にしたため、地方自治法第１

８０条第２項の規定により、報告するものでございます。

変更の内容は、契約金額の変更で、変更前金額２億８，３６９万円を５５４万

４，０００円増額し、変更後金額２億８，９２３万４，０００円とするもので、

事業量の増によるものでございます。

それでは、変更内容について、ご説明を申し上げます。

報告第１号説明資料をご覧ください。

まず、工事に係る概要欄につきましては、先ほど述べさせていただいたとおり

でございます。数量変更、仕様の変更によるもので、５５４万４，０００円の

増額となっております。

主な変更内容の欄をご覧ください。

数量の変更によるものとして、建築工事では、作業に係る取壊し面積の減によ

り、約２１０万円の減額、電気設備工事では、業者提案によります操作盤の取

りやめなどのほか、設計精査による減として、１９０万円の減額、一方、機械

設備工事では、エアコン等の新規追加や更新などに伴い、冷媒配管などの延長

が増加したことにより、１２０万円の増額、共通仮設として、ガードマンが５

４０名の計画に対し、実施では１１８名と４２２名の減となったことにより、

金額では７１０万円の減額となっています。

結果、数量変更によるものとしては、９９０万円の減額となってございます。

次に、仕様変更によるものとして、仮設工事として、当初より施工期間が長く

なる必要が生じたため、学校と協議の結果、学校活動への影響を最小限とする

ために、常設足場を取りやめ、必要なときに作業車を使用して施工することに

変更したことによりまして、８８０万円の増額、建築工事では、室外機におい

て、生徒、児童の往来が多いと判断した箇所につきましては、機器の防護を目

的に、フェンス設置を追加したことにより、１２０万円の増額、機械設備工事

では、空調設備２基を新規追加、１基については作動不良のため更新したこと

などにより、５４４万４，０００円の増額、結果、仕様変更によるものとして

は、１，５４４万４，０００円の増額となっております。

先ほどの数量変更と仕様変更によるものを合わせますと、５５４万４，０００

円の増額となっております。

なお、工事につきましては令和６年１２月末に完了、年内に工事完了検査も行

ったことにより、新学期から設備の使用をされています。

以上、報告第１号についての説明とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。

日程第５ 報告第２号 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償の額を定め和解

すること）

議 長 日程第５、報告第２号 議会の委任による専決処分の報告について（損害賠償

の額を定め和解すること）を議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

総 務 課 長 報告第２号 議会の委任による専決処分の報告について、説明申し上げます。

物損事故における損害賠償の額を定め、和解することについて、令和７年２月
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３日に専決処分を行いましたので、地方自治法第１８０条第２項の規定により、

報告をするものです。

報告第２号説明資料に、事故の発生現場の位置図、事故発生状況図をお示しし

ておりますので、ご参照ください。

事故の発生は、令和６年１２月２７日午後８時３０分頃です。

事故の発生場所は、福崎町高岡１２９８番地１で、相手方は記載のとおりです。

事故の概要は、福崎町消防団長野分団の団員が年末特別警戒の夜間巡回中に、

消防ポンプ軽四積載車で事故現場を南側から走行し右折しようとしたところ、

車両右側後方部のはしご取付け部が相手方宅の塀の瓦部分に接触し、破損させ

たものです。

損害賠償額は、破損させた塀の修理に要する費用４万４，０００円です。

以上、報告第２号の説明とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。

日程第６ 議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度福崎町一般会計補

正予算（第５号））

議 長 日程第６、議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度福

崎町一般会計補正予算（第５号））を議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

企画財政課長 議案第１号について、ご説明申し上げます。

今回の専決につきましては、国が令和６年１１月２２日に閣議決定、１２月１

８日に国補正予算が成立した重点支援地方交付金（低所得世帯支援枠）により、

給付金を予算化するもので、令和７年２月から給付準備を開始する必要があり、

議会を開く時間的余裕がないため、やむを得ず専決させていただいたものであ

ります。

専決内容につきましては、次のページの専決処分書によるもので、令和７年１

月２１日付で令和６年度福崎町一般会計補正予算（第５号）を定めたものであ

ります。

補正内容につきましては、次のページで既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ７，０８０万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を１０４億７，

２７０万円とするものであります。

第１表 歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書によりご説明申し上

げます。

事項別明細書、歳出３ページ、４ページをお開き願います。

３款、民生費、１目、社会福祉総務費です。１０節、需用費の諸用紙印刷代１

０万円は、給付金の確認書、郵送用封筒の印刷代です。１１節、役務費１００

万円は、確認書送付・返信の郵便料及び給付金の振込手数料です。１３節、使

用料及び手数料４４８万円は、該当者抽出・確認書作成・給付事務等のシステ

ムの利用料と給付システム用パソコン等の電算機器借上料です。１８節、給付

金６，５２０万円及び給付金事業の概要につきましては議案第１号資料をご覧

ください。

事業名は、低所得世帯・低所得の子育て世帯支援臨時給付金事業（追加支援分）

で、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている低所得世帯及び

低所得の子育て世帯に対し給付金を給付するもので、給付対象者は、基準日

（令和６年１２月１３日）において福崎町の住民基本台帳に記録されている者

で、①令和６年度個人住民税均等割非課税世帯の世帯主に対し、１世帯当たり
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３万円を給付。①の世帯に世帯員である１８歳以下の児童がいる場合１人当た

り２万円を加算して給付するものであります。給付金の給付方法は、対象世帯

の世帯主に給付同意・振込口座確認書を送付し、返送のあった者に給付します。

申請期限につきましては、令和７年７月３１日としています。事業費（給付金）

は非課税世帯２，０００世帯掛ける３万円の６，０００万円プラス子ども加算

２６０人掛ける２万円の５２０万円、合計６，５２０万円としております。

給付までのスケジュールは、確認書送付が３月中旬、振込開始が４月中旬以降

の予定となっております。

次に、歳入の説明をさせていただきます。

事項別明細書、歳入の１ページ、２ページをご覧ください。

１５款、国庫支出金、１目、総務費国庫補助金の物価高騰対応重点支援地方創

生臨時交付金（低所得世帯追加分）７，０８０万円は、給付金事業の歳出の事

務費・給付金に対し１０分の１０充当しております。

以上、議案第１号の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜りご賛同い

ただきますようお願い申し上げます。

日程第７ 議案第２号 市川町外三ケ市町共有財産事務組合議会議員の選任について

日程第８ 議案第３号 人権擁護委員の推薦について

議 長 日程第７、議案第２号 市川町外三ケ市町共有財産事務組合議会議員の選任に

ついて及び日程第８、議案第３号 人権擁護委員の推薦についての両議案を一

括議題といたします。

両案に対する詳細なる説明を求めます。

副 町 長 議案第２号及び議案第３号について、ご説明申し上げます。

まず、議案第２号は、本年４月３０日に任期満了となる市川町外三ケ市町共有

財産事務組合議会議員の選出を行うため、組合規約第６条の規定に基づき、田

原、八千種、福崎地区の各選挙区から推薦された方について議会の同意を求め

るものです。

本組合は、市川町、福崎町、姫路市、加西市で組織し、関係市町の共有する土

地の維持管理に関する事務を共同処理しています。

この組合の議会議員の定数は５０人で、関係市町の長４人と残りの４６人は入

会権のある地区から１人ずつ推薦され各市町議会の同意を得て就任することと

なっています。任期は４年です。

福崎町の選挙区の議員定数は１８人で、田原地区１２人、八千種地区５人、福

崎地区１人であります。

議案第２号資料には、この組合の概要を添付しておりますので、ご参照くださ

い。

提案させていただく方々は、議案の記以下の方々で、氏名のみ朗読させていた

だきます。

赤松 要氏、北 成美氏、福田 禎氏、松岡忠幸氏、難波弘一氏、松井鉄男氏、

藤川千博氏、長谷川秀行氏、前田亮平氏、多田定夫氏、桝田清紀氏、半田和之

氏、青田義人氏、西井敏幸氏、藤本 忍氏、岡 和弘氏、埴岡正則氏、吉田清

司氏、以上の１８人であります。

いずれの方も識見を兼ね備えた適任者でありますので、ご賛同くださいますよ

う、よろしくお願い申し上げます。
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続きまして、議案第３号について、ご説明申し上げます。

人権擁護委員は、法務大臣から委嘱されます。委嘱にあたっては、町長が、町

議会議員の選挙権を有する住民で、人格、識見高く、広く社会の実情に通じ、

人権擁護について理解のある者の中から、町議会の意見を聞いて候補者を推薦

しなければならないと規定されています。委員の任期は３年です。

本議案は、現委員である川端久美子氏を再推薦するため、議会の意見を求める

ものであります。

川端氏の住所は、福崎町高岡１１４８番地２、生年月日は昭和３５年１１月１

２日生まれの６４歳であります。川端氏の経歴等につきましては、議案第３号

説明資料をご覧ください。

最終学歴、職歴は左側上段に記載しているとおりです。また、左側下段に委員

の任期一覧表、右側には人権擁護委員としての抱負をお示ししています。

川端氏は人格、識見とも高く、広く社会の実情に精通された立派な方で、人権

擁護委員として引き続き使命を全うしていただけるものと確信し、推薦するも

のであります。

ご賛同賜りますようよろしくお願い申し上げまして、提案説明とさせていただ

きます。

日程第９ 議案第４号 中播北部行政事務組合規約の一部変更について

議 長 日程第９、議案第４号 中播北部行政事務組合規約の一部変更についてを議題

といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

住民生活課長 議案第４号 中播北部行政事務組合規約の一部変更について説明いたします。

中播北部行政事務組合は、神河町及び市川町を構成町として、一般廃棄物の収

集、運搬及び処理並びにごみ処理施設の設置及び管理運営に関する事務、火葬

場の設置及び管理運営に関する事務を共同処理する組合として設立した後、神

崎郡新ごみ処理施設の建設が決定したことに伴い、令和３年７月１日付で本町

も加入し、現在は神崎郡３町で構成されております。

当組合規約第１３条で経費の支弁の方法を規定していますが、同条第２項別表

に示した負担方法では、組合の管理運営に要する経費、中播北部クリーンセン

ターの建設費用及び火葬場の施設の維持管理及び事務費、施設の建設費用にお

いて人口割を採用しており、その人口は前年末住民基本台帳人口とすると規定

しております。

例年、新年度予算を編成するにあたり、前年末の住民基本台帳人口では、算出

基礎となる人口の確定が年初めとなり、事務組合及び構成町の予算編成スケジ

ュールが非常にタイトになることから、今回算出基礎となる時期を前年４月１

日現在に変更するものです。

この変更により、本町に関係してくるものは組合の管理運営に要する経費の算

出のみで、現行の中播北部クリーンセンターや火葬場に関する経費については、

神河町、市川町に適用されるものとなります。

議案第４号説明資料に新旧対照表をお示ししておりますのでご参照ください。

以上、ご賛同いただきますようお願い申し上げまして、提案説明とさせていた

だきます。

議 長 しばらく休憩いたします。

再開を１０時４５分といたします。
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◇

休憩 午前１０時２７分

再開 午前１０時４５分

◇

議 長 会議を再開いたします。

日程第１０ 議案第５号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について

日程第１１ 議案第６号 一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例について

日程第１２ 議案第７号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例について

日程第１３ 議案第８号 福崎町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部

を改正する条例について

議 長 日程第１０、議案第５号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例についてから、日程第１３、議案第８号 福崎町個人番

号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例についてま

での４議案を一括議題といたします。

各議案に対する詳細なる説明を求めます。

総 務 課 長 議案第５号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例について、ご説明申し上げます。

議案書により説明させていただきます。

持続可能な行財政運営の確保に資するため、町の特別職（町長、副町長、教育

長及び公営企業管理者）の４人に支給する給与について、それぞれ減額しようと

するものです。

附則に次の４項を加える改正で、令和７年４月１日から令和８年３月３１日ま

で、つまり令和７年度の１年間の給料月額の特例としております。第５項は、町

長の給料月額８３万円から２４万９，０００円控除した額、つまり３割の減額と

しております。以下、第６項は副町長について２割の減額、第７項は教育長につ

いて１．５割（１５％）の減額、第８項は公営企業管理者について１割の減額と

するものです。

施行日は、令和７年４月１日になります。

なお、この改正による予算の減額は、金額で約１，３００万円です。

議案第５号の説明は以上です。

続きまして、議案第６号 一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について、ご説明いたします。

議案第６号説明資料の１ページにより説明させていただきます。

令和６年８月の人事院勧告の資料になります。

１ページ左側です。

この給与制度のアップデート措置内容一覧です。この右側に米印の注記で、特

記するものを除き令和７年４月から実施となっております。

条例改正に関係する箇所を説明いたします。

俸給というタイトルの欄をご覧ください。

１つ目のポツは、１２月定例会で議決をいただき、令和６年４月から遡及適用

している内容です。２つ目のポツで、係長級から本府省課長補佐級の俸給月額の
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最低水準を引上げ。早期昇格時や民間人材等の採用時の給与を改善とされていま

す。

次に、地域手当というタイトルの欄をご覧ください。

表が、見直し後の支給地域として、給地区分５級地の支給割合４％のところに

兵庫県が記載されています。１ページ右側の下にも詳しい見直し後の支給地域等

が示されていますので参考にしてください。

次に、左側のその他諸手当というタイトルの欄をご覧ください。

４つ目のポツ、管理職の平日深夜勤務に対する手当の支給対象時間帯を拡大。

緊急対応等の勤務実態に応じた処遇を確保、５つ目のポツで、配偶者に係る扶養

手当を廃止し、子に係る扶養手当を充実。配偶者の働き方に中立的な制度に向か

う社会状況の変化や少子化に対応となっています。

右側で、扶養手当の見直しの表で、配偶者の上側、現行６，５００円を令和８

年度に廃止しますが、２年間で段階的に実施として令和７年度は３，０００円と

します。一方、子は現行１万円を令和８年度に１万３，０００円にしますが、令

和７年度は１万１，５００円とします。その下の管理職員特別勤務手当の支給対

象拡大は、表の時間帯のところで、現行は午前０時から午前５時までが支給対象

ですが、見直し後は午後１０時から午前５時までと拡大されます。

２ページから、新旧対照表で主な箇所を説明します。文言の整理等は説明を割

愛させていただきます。

右側の旧は現行で、左側、新が改正後、また改正箇所に下線を引いております。

２ページ、第１４条第３項、中段辺りの新で、扶養親族たる子について１人につ

き１万３，０００円としています。

３ページをお願いします。

上から５行目、第１５条の２は地域手当で、給料等の月額の合計額に１００分

の４を乗じて得た額を支給と定めます。

次の第１６条は住居手当の条文です。右側の旧の第１６条第１項第２号にある

所有に係る住宅の住居手当を削除します。これは、１ページの人事院勧告の内容

ではありませんが、福崎町は独自に持家に対しても住居手当を出しておりました

が、これまでも県からやめるように指導もいただいており、第１５条の地域手当

の支給等に合わせて廃止させていただくものです。第２項第２号には持家の住居

手当の額が示されていたところです。

４ページをお願いします。

第１７条は通勤手当の条文です。これも、住居手当と同じく国基準より高くな

っており、福崎町は独自に片道１キロ以上の通勤距離で通勤手当を出すなどして

いましたが、第１５条の地域手当の支給等に合わせ、財政状況に鑑み、国基準に

合わせさせていただくものです。

５ページです。

第２５条の２が管理職員特別勤務手当で、午前０時からを午後１０時からに改

めます。

６ページの下段から１０ページにかけて、別表第１の行政職給料表になります。

３級の係長から６級の課長までの給料月額に下線が入っており、人勧に合わせて

表が改訂される内容になりますが、これは別に号給の切替え表があり、現在の職

員は号給は変わりますが、金額は変わらないものです。例えば６ページの右の旧

で、３級５号俸の職員は２６万５，３００円ですが、６ページ左側の新では３級

１号俸となって、２６万５，３００円の同額となるものです。

１１ページ、１２ページは通勤手当額表の改正です。左側の新で２キロ以上と
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なり、単価も下がります。

１３ページ以降は同様の内容の改正を行う関係条例で、第２条関係は福崎町職

員の一般職に属する技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正、

第３条関係は企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正、１５ペー

ジ、１６ページは第４条関係、福崎町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関

する条例の一部改正です。

次に、議案の１０ページをお願いいたします。

附則です。

上から３行目、第１項は、施行期日で令和７年４月１日から施行します。第２

項は、先ほど説明した号給の切替えで、具体的には１１ページから１５ページの

号給切替え表によっています。

次に、１０ページ中段の第４項で、令和８年３月３１日までの間、子に対する

扶養手当は１万１，５００円、配偶者に対する扶養手当は３，０００円とします。

下から３行目、第５項で地域手当の月額は、令和１０年３月３１日までの間、

１００分の４を超えない範囲で規則で定める割合と定めています。人事院勧告で、

現在地域手当の支給がない福崎町は２％とするよう通知が出ており、それになら

います。

議案第６号の説明は以上です。

続きまして、議案第７号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整理に関する条例について、説明いたします。

議案第７号説明資料により説明させていただきます。

１ページの右側をお願いいたします。

１．概要です。

刑法等の一部を改正する法律及び刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関

係法律の整理等に関する法律が施行されることに伴い、懲役及び禁錮を廃止し、

これらに代えて拘禁刑が創設されることから、これらの用語を規定する関係条例

の整理を行うものです。表は用語の説明になります。

２．改正内容です。

（１）禁錮を拘禁刑に改正する条例は、福崎町表彰条例以下、記載の４つの条

例です。

（２）懲役を拘禁刑に改正する条例は、福崎町個人情報保護法施行条例以下、

記載の２つの条例です。

施行期日は法律の施行日である令和７年６月１日です。

議案第７号の説明は以上です。

続きまして、議案第８号 福崎町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関

する条例の一部を改正する条例について、説明いたします。

議案第８号説明資料により説明させていただきます。

１ページの右側です。

１．概要です。

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政

運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正す

る法律の施行に伴い、関係する当該条例を改正するものです。

法律改正については、中段の表をご覧ください。

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の第

２条に新たに第８項が追加され、その後ろの、改正前の第８項が第９項になり、

以下同様の項ずれとなりました。それに伴い、表の下の２．改正内容に記載のよ
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うに条例第２条の定義で引用している項ずれ箇所を改正するものです。

施行期日は法律の施行日である令和７年４月１日です。

以上で、議案第５号から８号までの説明とさせていただきます。よろしくご審

議賜り、ご賛同賜りますよう、お願い申し上げます。

日程第１４ 議案第９号 町道大貫～山田線ボツクス内排水設備維持管理に係る基金の設置及

び管理に関する条例等の一部を改正する条例について

議 長 日程第１４、議案第９号 町道大貫～山田線ボツクス内排水設備維持管理に係

る基金の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例についてを議題と

いたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

企画財政課長 議案第９号 町道大貫～山田線ボツクス内排水設備維持管理に係る基金の設置

及び管理に関する条例等の一部を改正する条例について、ご説明申し上げます。

この条例は、行政改革の一環として、現行の基金の運用益のみ基金の目的事業

に充当できるものから、基金全体額を目的事業に充当できるようにするため、

３つの基金条例を一括して改正するものです。

改正内容につきましては、議案第９号資料のほうをご覧ください。

新旧対照表となっております。

上段の表、改正条例本文第１条、町道大貫～山田線ボツクス内排水設備維持管

理に係る基金の設置及び管理に関する条例の一部改正は、条例第２条の見出し

を「（基金の額）から（基金の使途）」に、第１項を「基金の額は、８７７万

円とする。」から、「基金は排水施設の維持管理のための経費に充てる。」に

改め、同条第２項及び第３項を削っております。

中段の表は、改正条例本文第２条、福崎町教育奨励基金条例の一部改正で、条

例第３条中、「その運用から生ずる収益金をもつて、」を削っております。

下段の表は、改正条例本文第３条、福崎町環境保全基金条例の一部改正で、条

例第４条中、「の運用から生ずる収益」を削っております。

この条例は、令和７年４月１日から施行いたします。

以上、議案第９号についての説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、

ご賛同賜りますようお願い申し上げます。

日程第１５ 議案第１０号 福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につい

て

日程第１６ 議案第１１号 福崎町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一

部を改正する条例について

議 長 日程第１５、議案第１０号 福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正

する条例について及び日程第１６、議案第１１号 福崎町非常勤消防団員に係

る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例についての両議案を一

括議題といたします。

両案に対する詳細なる説明を求めます。

住民生活課長 議案第１０号 福崎町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につ

いて説明いたします。

議案第１０号説明資料の１ページをご覧ください。

今回の改正は、一般職の職員の給与に関する法律が、令和６年１２月に改正さ
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れたことに伴い、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令で定め

る非常勤消防団員等及び消防作業従事者等の損害補償に係る補償基礎額の改正

がなされたために、この政令に基づき制定している福崎町消防団員等公務災害

補償条例について、所要の改正を行うものです。

改正内容につきましては、１は、非常勤消防団員等の損害補償の補償基礎額を

表のとおり改めます。

２は、消防作業従事者等の補償基礎額の最低額を９，１００円から９，７００

円に、最高額を１万４，２００円から１万４，５００円に改めます。

３は、非常勤消防団員等の扶養親族に係る補償基礎額の加算額を表のとおり改

めます。

この条例は、令和７年４月１日から施行し、改正後の規定は、令和７年４月１

日以後に支給すべき事由の生じた損害補償及び同日前に支給すべき事由の生じ

た同日以後の期間に係る傷病補償年金等について適用します。

議案第１０号説明資料２ページに新旧対照表をお示ししておりますのでご参照

ください。

以上で、議案第１０号の説明を終わります。

続きまして、議案第１１号 福崎町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に

関する条例の一部を改正する条例について説明いたします。

今回の改正は、非常勤消防団員の処遇改善を図るため、対象となる勤務年数の

上限区分３０年以上に、新たに３５年以上の区分を設けるもので、各階級の支

給額が、これまでの最高額から、３５年以上において一律１０万円引き上げら

れることとなります。

この改正後の別表の規定は、令和７年４月１日以後に退職した非常勤消防団員

について適用します。

議案第１１号説明資料に新旧対照表をお示ししておりますのでご参照ください。

以上で議案第１１号の説明を終わります。２議案ともご賛同いただきますよう

お願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。

日程第１７ 議案１２号 福崎町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例について

議 長 日程第１７、議案第１２号 福崎町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

福 祉 課 長 議案第１２号 福崎町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例につきまして、

ご説明申し上げます。

議案資料１ページをお開きください。

本条例は昭和４６年に制定されている条例であって、長寿高齢者の福祉の増進

に寄与することを目的とし、福崎町に居住する７７歳の高齢者に対して１万円

を、８８歳の高齢者に対しては２万円を支給する事業です。

しかしながら、人口構造の変化や時代背景を鑑み、高齢者と呼ばれる年齢であ

っても、心身が健康であり活発な社会活動を行う人が増えたことから、７７歳

が長寿という認識はなくなりつつあります。

近隣市町においても、同様の理由により７７歳への支給を廃止しているところ

です。

以上の理由により７７歳への支給を廃止する内容に改めます。

２ページの新旧対照表をご覧ください。
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第２条での改正は、先ほど申し上げました、７７歳の方への支給の文言を削除

するものです。第３条での改正は、７７歳の方への支給額を削除します。第４

条での改正は支給日時を限定しているものを現状に合わせて改めるものです。

この条例は令和７年４月１日から施行します。

以上、議案第１２号 福崎町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例について

の提案説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、ご賛同いただきます

よう、お願いいたします。

日程第１８ 議案第１３号 福崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理者に関す

る条例の一部を改正する条例について

日程第１９ 議案第１４号 福崎町下水道事業条例の一部を改正する条例について

日程第２０ 議案第１５号 福崎町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例について

議 長 日程第１８、議案第１３号 福崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技

術管理者に関する条例の一部を改正する条例についてから、日程第２０、議案

第１５号 福崎町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例についてまでの３議案を一括議題といたします。

各議案に対する詳細なる説明を求めます。

公営企業管理者 議案第１３号から１５号の３議案について、ご説明を申し上げます。

まず、議案第１３号 福崎町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術管理

者に関する条例の一部を改正する条例につきまして、ご説明を申し上げます。

議案資料１ページをご覧ください。

まず、１．条例改正の趣旨ですが、令和６年３月２９日に水道法施行令の改正

等を内容とする政令が公布されたことにより、令和７年４月１日から布設工事

監督者及び水道技術管理者の資格要件が改正されるため、当町においても本条

例において同様の改正を行うものです。

条例改正の概要ですが、水道整備・管理行政に携わる職員数の減少に伴い、布

設工事監督者や水道技術管理者の確保が困難となっていることから、学歴及び

学科要件における土木工学科以外の課程の追加や、実務年数の見直し等を行う

ものです。

併せて、その他所要の改正を行います。

次に、資料１ページの２．改正後の資格要件ですが、①の表が布設工事監督者、

資料右側の②の表が水道技術管理者となり、技術上の実務経験の項で、現行と

改正案の資格要件はこの表のとおりとなっております。

現行が斜線で、改正案に年数の記載のあるものは、新たに追加された要件とな

ります。

最後に、施行期日につきましては令和７年４月１日としております。

議案資料２ページから５ページには新旧対照表をお示ししておりますのでご参

照ください。

以上、議案第１３号の説明とさせていただきます。

続きまして、議案第１４号 福崎町下水道条例の一部を改正する条例について、

ご説明申し上げます。

議案第１４号資料１ページをお開きください。

中段の改正内容のところにお示ししておりますように、今回の条例改正は平均

１４．２３％の下水道使用料の改定をお願いするものです。
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上段の改正経緯ですが、公共下水道の使用料は平成１７年の供用開始以来、改

定を行わず現行の使用料体系を維持してきました。その結果、本来使用料で回

収すべき経費回収率は１００％を下回っており、汚水処理に要する費用を使用

料収入で賄えていない状況が続いています。

そこで、上下水道事業審議会に下水道使用料のあり方について諮問し、主に３

点について検討を進めていただきました。

１点目は、経営基盤となるべき使用料水準の適正化。２点目は、区域によって

異なる使用料体系の統一。３点目は受益者負担金と新規加入金の統一です。

議案資料３、４ページは、上下水道事業審議会の答申書となります。簡潔に内

容をご説明申し上げます。

下水道使用料の在り方については、５回の審議会を開催していただき、令和６

年１２月２６日に諮問していました内容について答申をいただきました。

はじめにでは、本町の下水道整備とこれまでの審議会の経緯などがまとめられ

ています。

次に、答申内容です。（１）は適正な下水道使用料のあり方についてです。こ

こでは、経費回収率１００％を目標とすること、資産維持費の計上は使用料改

定率を抑えるため、今回の見直しにおいては計上しないが、将来の検討課題と

することが答申されています。

資料４ページ（２）は農業集落排水と公共下水道の使用料の統一についてです。

公共サービスに対する負担の公平性の観点から、今回の使用料改定に合わせ、

使用料体系の統一を行うことが望ましいとされています。

（３）は公共下水道受益者負担金と農業集落排水新規加入金のあり方について

です。受益者負担金と新規加入金についても負担の公平性の観点から統一する

ことが望ましいとの答申となっております。

（４）は下水道の使用料案についてです。複数の案から３つの案を改定候補と

し、それらを比較・検討して、改定案の中から安定経営に資する基本使用料の

割合が比較的高く、従量使用料において使用者間の負担の公平性が高いと判断

できる案を選定し、４ページ左下の使用料案で具体的に示されています。

この案では、基本使用料は公共下水道で現行の２２．４％増、農業集落排水は

現行の半額となる１，２００円としています。また、従量使用料は現行の公共

下水道使用料単価に一定額である２０円ずつを増額した案で、使用水量が多い

区分ほど改定率を低く抑えることで、大口使用者に依存した状況になっている

使用料収入を分散させ、安定した経営を目指す案となっています。

３．付帯意見では、引き続き、接続率の向上や経費削減に取り組むこと、住民

への広報や、定期的な見直しの必要性、今後の課題などが示されています。

以上が答申の内容ですが、この答申に沿って、条例の改正案をお示ししており

ます。

議案資料２ページに新旧対照表をお示ししておりますので、ご覧ください。

別表の改正となります。

改正内容は答申書のところでご説明を申し上げましたとおり、基本使用料を１，

２００円とし、従量使用料は現行の使用料単価に一定額である２０円ずつを増

額しています。

今回の改正では、平均１４．２３％の改定率となり、年度途中の改定となるた

め、令和８年度以降で申し上げますと、年間約４，５００万円の増収を見込ん

でいます。

議案に戻っていただき、附則をご覧ください。
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施行期日と経過措置を規定しています。この条例は周知期間やシステム改修を

踏まえ、令和７年１０月１日から施行いたします。

経過措置の説明につきましては、議案資料５ページをご覧ください。

現在川東地区は奇数月に、川西地区は偶数月に検針を行っています。

川東地区を例に取りますと、１１月検針は変更日である令和７年１０月１日以

前の使用期間を含んでおりますので、旧の使用料体系での請求となります。川

西地区につきましても考え方は同様です。

最後に、参考としまして、資料６ページ左側に公共下水道、右側に農業集落排

水の使用水量ごとの使用料比較表をお示ししておりますのでご参照ください。

以上で、議案第１４号の説明を終わります。

引き続きまして、議案第１５号 福崎町農業集落排水処理施設の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例について、ご説明申し上げます。

議案第１５号資料１ページをご覧ください。

改正経緯ですが、農業集落排水は平成２１年に現行の使用料体系に改定し、公

共下水道とは異なる使用料体系で運営してきました。

議案第１４号で説明をさせていただいたように、このたび上下水道事業審議会

に使用料体系の統一について諮問し、公共サービスの負担の公平性の観点及び、

兵庫県下で公共下水道と農業集落排水の使用料体系が異なるのは福崎町のみで

ある状況から、使用料体系の統一が望ましいとの答申を受けております。

上下水道事業審議会の答申内容につきましては、議案第１４号資料３、４ペー

ジでご説明をさせていただいたとおりでございます。この答申の内容に沿って、

条例の改正案をご説明いたします。

議案第１５号資料２ページに新旧対照表をお示ししておりますので、ご覧くだ

さい。

別表の改正となります。

改正内容は、基本使用料を現行の半額となる１，２００円とし、従量使用料は

１０㎥を超える分について一律９５円であったものを、公共下水道の新従量使

用料と統一をいたします。

改定後の使用水量ごとの増減額及び改定率については、議案第１４号資料６ペ

ージをご参照ください。

次に、農業集落排水新規加入金と公共下水道受益者負担金の額の統一について

ですが、議案第１５号資料３ページをご覧ください。

これまで農業集落排水区域の新規加入金は地区ごとに異なった金額となってお

り、徴収の根拠は福崎町土地改良事業分担金徴収条例で定められています。

この条例において、町営土地改良事業に農業集落排水事業が定義されており、

その新規加入金の額については、条例の委任規定により福崎町下水道新規加入

者取扱規程で定めていますので、土地改良事業分担金徴収条例の改正は不要で

すが、規程については、資料３ページの表にお示しをしております公共下水道

事業の受益者負担金の額に統一するための所要の改正を行います。

また、関連をいたします農業集落排水の公共下水道への統合につきましては、

令和７年度に板坂地区から順次工事を実施し、完了した地区から公共下水道区

域に編入をいたします。

議案に戻っていただき、附則をご覧ください。

施行期日と経過措置を規定しています。

内容につきましては、議案第１４号と同様となります。

以上で、議案第１５号の説明を終わります。３議案ともよろしくご審議を賜り、
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ご賛同いただきますよう、よろしくお願いいたします。

日程第２１ 議案第１６号 福崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例について

日程第２２ 議案第１７号 福崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について

日程第２３ 議案第１８号 福崎町第３期子ども・子育て支援事業計画について

議 長 日程第２１、議案第１６号 福崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてから、日程

第２３、議案第１８号 福崎町第３期子ども・子育て支援事業計画についてま

での３議案を一括議題といたします。

各議案に対する詳細なる説明を求めます。

学校教育課長 議案第１６号 福崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について、ご説明申し上げます。

議案第１６号資料１ページをご覧ください。

本議案は、特定教育・保育施設等の国基準が改正されたため改正を行うもので

す。

特定教育・保育施設とは、大まかに言いますと、こども園、幼稚園、保育所等

で定員が２０人以上の認可を受けている施設をいいます。

主な内容のところで、改正内容は５点あります。

１点目は、１５条で上位法の引用条項が変更となったため整理を行うための改

正です。

２点目は、２３条で利用申込者が施設の選択をするのに必要な重要事項の掲示

方法について、書面に加え、インターネットを利用することを規定するもので

す。

３点目は、３５条は特別利用保育について、３６条は特別利用教育について、

それぞれ読替規定を整理するための改正です。

４点目は、３７条、４２条、附則４条で、地域型保育事業者（これは１９人以

下の小規模事業者です）は２０人以上の保育所、幼稚園、認定こども園などの

連携施設を確保する必要がありますが、必要な支援を行うことができると認め

る場合は、連携施設の確保をしないとする改正と、この規定について経過措置

期間が５年延長され、施行日から１５年（令和１１年度まで）とされましたの

で同様の改正を行うものです。

５点目は、５３条で、電磁的記録に関する規定において、施設が交付または提

出する書面等に係る規定に「磁気ディスク及びシー・ディー・ロム等」として

いたところを、媒体の種類を示さない「電磁的記録媒体」に改め、文言の適正

化を図るための改正を行うものです。

続きまして、議案第１７号 福崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について、ご説明申し上げます。

議案第１７号資料１ページをご覧ください。

説明資料の右側に事業類型をお示ししております。小規模保育事業、家庭的保

育事業、事業所内保育事業、居宅訪問型保育事業の４つの類型があり、それぞ

れ、事業主体、保育実施場所、認可定員により分類されます。認可定員１９人

以下の小規模な施設であります。

これらの家庭的保育事業等は、本条例に規定する基準に基づき、町長が認可す
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る事業であり、現在福崎町に該当する施設はございません。

それでは、議案資料の左側の改正の概要をご覧ください。

本議案は家庭的保育事業等の国基準が改正されたため改正を行うものです。

主な内容のところで、改正内容は３点あります。

１点目は、６条、附則３条で、先ほどご説明いたしました議案第１６号の改正

点の４番と同じで、家庭的保育事業者等は２０人以上の保育所、幼稚園、認定

こども園などの連携施設を確保する必要がありますが、必要な支援を行うこと

ができると認める場合は、連携施設の確保をしないとする改正と、この規定に

ついて経過措置期間が５年延長され、施行日から１５年（令和１１年度まで）

とされましたので同様の改正を行うものです。

２点目は、１６条で栄養士に関する規定の改正で、家庭的保育事業者等が利用

乳幼児に対する食事の提供を当該施設以外で調理し搬入する場合に「栄養士」

による必要な配慮が行われることを規定していますが、「栄養士」に加えて

「管理栄養士」を追加する改正を行うものです。

３点目は、２９条、３１条、４４条、４７条で職員配置基準の規程の改正で、

３歳児については、おおむね２０人につき１人以上の職員を置くとされている

ところを、おおむね１５人につき１人以上に、４、５歳児については、おおむ

ね３０人に１人以上の職員を置くとされているところを、おおむね２５人につ

き１人以上とするように改正を行うものです。

続きまして、議案第１８号 福崎町第３期子ども・子育て支援事業計画につい

て、ご説明申し上げます。

福崎町子ども・子育て支援事業計画は、子ども・子育て支援新制度に基づく、

今後の福崎町の子ども・子育て支援に関する総合的な計画であります。第２期

計画が最終年度を迎え、保護者の就労形態の多様化、女性の社会進出、子ど

も・子育て環境の変化などに対応するため、令和７年度から１１年度までの新

たな５年間を計画期間とする福崎町第３期子ども・子育て支援計画を策定いた

しましたので、福崎町議会基本条例第２２条第４号の規定により議会の議決を

お願いするものです。

なお、計画の策定にあたりましては、福崎町子ども・子育て会議においてご審

議いただくとともに、令和５年度に、町内在住の小学校入学前から小学校６年

生までの保護者全員にアンケート調査を、令和６年度にはパブリックコメント

を実施するなど、住民意見の反映に努めて策定いたしました。

議案の福崎町第３期子ども・子育て支援事業計画（案）をご覧ください。

１ページからの第１章は、計画策定の趣旨と背景、計画期間、策定体制を定め、

４ページからの第２章では、福崎町の子ども・子育てを取り巻く現状として、

統計から見た現状、アンケート調査結果から見た子育て支援ニーズについて記

載しています。

２６ページからは第３章、計画の基本的な考え方で、基本理念を「地域がとも

に支え合い、すべての子どもと子育て家庭が安心して健やかに暮らせるまちふ

くさき」を継続して定め、基本目標として、１．地域における子育て支援体制

づくり、２．親と子の健康の確保と切れ目のない支援体制の充実、３．子ども

の心身の健やかな成長に資する教育環境の整備、４．仕事と子育ての両立の推

進、５．子どもや子育て家庭にやさしい安全・安心なまちづくり、６．配慮を

必要とする子どもや家庭への支援の充実と規定しています。

３１ページからは第４章、施策の展開で、第３章で定めた６つの基本目標ごと

に基本施策を定め、施策の方向性、現状と課題、主な取組について記載してい
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ます。

５６ページから第５章、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見

込みと確保方策で、令和７年度から５年間の教育・保育及び地域子ども・子育

て支援事業の量の見込みと確保方策について定めており、５７ページから６４

ページに各事業の量の見込みと提供体制の確保量について記載をしております。

アンケート調査での分析結果や過去の実績を基にしながら計画を立てました。

６５ページから第６章、計画の推進で、計画の点検・評価、計画の推進体制等

を定め、関係機関が連携して計画の推進に取り組み、子ども・子育て会議のご

意見を伺いながら、計画の進行管理をしていくことを規定しております。

以上で説明を終わります。３議案ともご審議賜り、ご賛同くださいますようよ

ろしくお願い申し上げます。

日程第２４ 議案第１９号 令和６年度福崎町一般会計補正予算（第６号）について

議 長 日程第２４、議案第１９号 令和６年度福崎町一般会計補正予算（第６号）に

ついてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

企画財政課長 議案第１９号について、ご説明いたします。

令和６年度一般会計補正予算（第６号）は、既定の歳入歳出予算の総額から歳

入歳出それぞれ２億９，２００万円を減額し、補正後の予算総額を１０１億８，

０７０万円とするものであります。

歳入歳出予算の内訳につきましては、第１表にお示ししております。

歳出予算の補正概要につきましては、事項別明細書にてご説明申し上げます。

事項別明細書５７、５８ページをお開きください。

議会費は、実績見込みにより３５８万円の減額補正としています。うち、議会

議員費用弁償が１００万円の減、議会映像配信業務委託料が１４６万円の減と

なっております。

次に、５９ページから６４ページにかけての総務管理費は、２，８６３万９，

０００円の減額補正としております。

減額は、実績見込みによるものが主で、増額の主なものは、５９、６０ページ

の５目、財産管理費、減債基金積立金３，８３９万３，０００円の増額は、普

通交付税の１２月再算定により臨時財政対策債償還基金費が追加され、その分

を減債基金に積み立てるものであります。

６１、６２ページの７目、地域振興費のふるさと応援寄附金関係の増は、ふる

さと応援寄附金が当初の１億円から１億２，０００万円の見込みになることに

合わせ、積立金及び記念品代、手数料等を増額するものであります。

次に、６５、６６ページをご覧ください。

徴税費の４４１万２，０００円の減額は、実績見込みによるものであります。

次のページをお開きください。

戸籍住民基本台帳費の１６２万円の増額は、実績見込みによる減額と、戸籍振

り仮名通知事業を行うための諸用紙印刷代・郵便料・振り仮名記録記載に係る

電算システム改修業務委託料を増額しております。補正後の予算のうち、７１

０万円を繰越しし、４月以降事業を実施いたします。

次に、６９ページから７２ページにかけての選挙費１８５万９，０００円の減

額は、７０ページの一番上、町議会議員選挙費の選挙掲示板製作等業務委託料

の物価高騰による５０万円の増額と衆議院議員総選挙費、兵庫県知事選挙費の
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実績による減額であります。

次に、７３ページから７６ページにかけての社会福祉費１，３３０万３，００

０円の増額は、実績見込みによる減額と、実績見込みによる増額が、７３、７

４ページの２目、障害福祉費の障害福祉サービス支援費給付が３，３２０万円

の増、４目、老人福祉費の介護保険事業特別会計繰出金が６３６万１，０００

円の増などとなっています。

７７、７８ページの児童福祉費２，１９３万３，０００円の増額は、児童手当

費などの実績見込みによる減額と、実績見込みによる増額が、４目、認定こど

も園費の私立認定こども園施設型給付費負担金が入園者の増加により４，４２

０万２，０００円の増、町外公立認定こども園施設型給付費負担金も入園者の

増により３００万円の増などとなっています。

次のページをお開きください。

保健衛生費の１，１８１万２，０００円の減額の主なものは、２目、予防費の

予防接種ワクチン等薬品代が新型コロナワクチンの実績見込みの減などにより

６００万円の減、３目、保健センター運営費の施設改修工事費が防水工事の実

績により３０５万２，０００円の減となっています。

次のページをお開きください。

清掃費の１億７，４６４万７，０００円の減額は、実績見込みにより中播衛生

施設事務組合負担金が４９８万８，０００円の減、中播北部行政事務組合負担

金が１億６，９３０万９，０００円の減となっています。

減額の内容につきましては、中播衛生施設事務組合並びに中播北部行政事務組

合の補正予算及び分担金精算表を議案第１９号資料１ページから４ページにお

示ししておりますのでご参照ください。

次に、８３ページから８６ページにかけての農業費６，８９９万円の増額は、

実績見込みによる減額と、実績見込みによる増額が、８３、８４ページの８目、

ほ場整備事業費、高岡福田地区ほ場整備事業負担金が国補正予算により１，４

７８万円の増、８３ページから８６ページにかけての９目、ため池整備事業費

の（南大貫）宮の池改修工事費が県予算配分の増加により７，４４０万円の増

となっています。これは全額繰り越しまして、令和７年度当初予算２，７５０

万円を含め、約１億円の工事費で令和７年度に池の堤体改修工事を行います。

次に、８７、８８ページをお開きください。

林業費の６２１万９，０００円の減額は、実績見込みによるものです。

次のページをお開きください。

商工費７０８万５，０００円の減額は、実績見込みによるものです。

次のページをお開きください

道路橋梁費の８，９３９万円の減額は、実績見込みによる減額と、実績見込み

による増額は、２目、道路改修費が、西治長野線などの国補正予算により道路

改修工事費が３，７２５万円の増となっています。このうち３，７００万円を

繰り越します。

次のページをお開きください。

河川費は、入札減など実績により１，６６０万円の減額となっています。

次のページをお開きください。

都市計画費は、１１５万９，０００円の減額となっています。１目、都市計画

総務費、姫路市連携コミュニティバス運行補助金が、運行経費の増加により４

万１，０００円の増、３目、公園管理費が入札減などにより１２０万円の減と

なっています。
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次のページをお開きください。

住宅費の１，５６０万７，０００円の減額は、実績見込みによるものです。

次のページをお開きください。

消防費の２，９８２万３，０００円の減額は、実績見込みによるものです。１

目、常備消防費では設計業務委託料が６００万円の増、中播消防署北部出張所

建替事業負担金が２，１３４万１，０００円の減となっています。

次のページをお開きください。

教育総務費の事務局費では、各種大会等参加費補助金が実績見込みにより２２

４万円の増となっています。

次のページをお開きください。

小学校管理費の２，０６５万円の増額の主なものは、１目、学校管理費で国の

補正予算採択により、田原小学校の普通教室を１室増設する施設改修工事費を

２，１００万円計上しております。議案第１９号資料８ページをご覧ください。

工事概要を記載しております。校舎２階のコンピュータ室を図書室に改修し、

その横の会議室を個別指導室に、３階の図書室を普通教室に改修します。この

事業費２，１００万円に対し、財源は国庫補助金が事業費の約３分の１で７０

１万２，０００円、町債が１，３９０万円となっております。

次のページをお開きください。

中学校費の９８万９，０００円の減額は、１目、学校管理費のわくわくオーケ

ストラ教室事業補助金がバス借上料の高騰により１５万１，０００円の増額、

２目、教育振興費が実績見込みにより１１４万円の減額となっています。

次のページをご覧ください。

社会教育費の３，０１６万２，０００円の減額は、実績見込みによる減額と、

２目、公民館費の文化功績賞が、受賞者の増加により２６万円の増となってお

ります。

次のページをお開きください。

保健体育費の７５万３，０００円の減額は、実績見込みによるものです。

次のページをお開きください。

公債費の２目、利子の一時借入金利子２００万円の増額は、金融機関への一時

借入金の増加及び金利の上昇によるものです。

次に、歳入補正について、ご説明いたします。

事項別明細書に戻っていただきまして、歳入の１ページ、２ページをお開きく

ださい。

町税になります。

町民税の５，２９２万５，０００円の増額は、実績見込みにより、個人住民税

所得割が６，７００万円の増、法人均等割が３００万円の減、税割が１，１０

０万円の減となっています。

次のページをお開きください。

固定資産税は、３，０１０万円の増額としております。実績見込みにより、家

屋が３１０万円の増、償却資産が２，７００万円の増となっております。

次のページをお開きください。

町たばこ税は、実績見込みにより４１０万円の減としております。

次に、７ページから２４ページにかけての２款、地方譲与税から１０款の地方

特例交付金は、県の実績見込みや交付実績に合わせ６，２００万８，０００円

の増収を見込んでおります。このうち１４ページの株式等譲渡所得割交付金が

１，６５０万円の増、１８ページの地方消費税交付金が３，１２０万円の増と
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なっております。

次に２５、２６ページの、１１款、地方交付税は１２月再算定の結果、普通交

付税が７，４８１万６，０００円の増額となっております。

次に２７ページから３０ページにかけて１３款、分担金及び負担金は実績見込

みにより１，２５３万円の減としています。

次に３１ページから３６ページにかけての１５款、国庫支出金は事業費の増減

に伴い２，４７４万７，０００円の減額としています。実績見込みによる減額

と、実績見込みによる増額は、３２ページの４節、児童福祉費負担金、私立認

定こども園給付費負担金が１，８１５万６，０００円の増となっております。

３７ページから４２ページにかけての、１６款、県支出金は実績見込みにより、

１，８２０万１，０００円の増額としています。

実績見込みによる減額と、実績見込みによる増額は、３８ページの４節、児童

福祉費負担金、私立認定こども園給付費負担金が１，０９６万６，０００円の

増、４０ページの４目、農林水産業費補助金の農業水路等長寿命化・防災減災

事業補助金が（南大貫）宮の池改修工事費の増額により４，４３８万７，００

０円の増となっています。

次に４７、４８ページの１８款の寄附金は２，５７４万４，０００円の増とし

ています。うち、ふるさと応援寄附金が１億２，０００万円を見込み、２，０

００万円の増、企業版ふるさと納税寄附金が５４０万円の増などとしています。

次のページをお開きください。

１９款、繰入金は、２億２，２７７万５，０００円の減額としています。この

うち、財政調整基金繰入金は当初予算で４億２，８００万円、１２月補正後で

５億２８０万円の繰入れを見込んでおりましたが、３月補正では歳入の町税や

地方交付税を含む譲与税・交付金の増などにより２億１，２８０万円の減額と

なり、補正後の財政調整基金繰入金は２億９，０００万円となりました。

次に５３、５４ページをお開きください。

２１款、諸収入は実績見込みにより６，０１２万４，０００円の減額としてい

ます。このうちデジタル基盤改革支援補助金が情報システム標準化事業の事業

量の減少により７，７７０万円の減となっています。

次のページをお開きください。

２２款、町債は２億２，８１０万円の減額としています。

事業の増減による補正で、清掃費の廃棄物処理施設整備事業債が神崎郡ごみ処

理施設建設事業の減少により１億６，６４０万円の減、農業債が国補正予算の

増額などによる事業量の増に伴い２，９４０万円の増などとなっています。

以上が、歳入歳出予算補正についての説明となります。

次は、議案にお戻りください。

第２条は、繰越明許費でございます。

議案５ページ、６ページの計１０事業で合計２億７，６５０万円を翌年度へ繰

り越しする予定としております。繰越明許費の事業内容、繰越理由につきまし

ては議案第１９号資料９ページのとおりであります。

次に、議案の第３条、地方債の補正につきましては、歳出でご説明しました事

業に対する起債で、議案の７ページから９ページのとおりとなっております。

利率、償還の方法は、それぞれ記載のとおりであります。

なお、借入利率の限度額を金利上昇を見込み３．０％以内に変更いたしており

ます。

以上、議案第１９号 令和６年度一般会計補正予算（第６号）の説明とさせて



－30－

いただきます。よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願い申し上

げます。

日程第２５ 議案第２０号 令和６年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

について

日程第２６ 議案第２１号 令和６年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

について

議 長 日程第２５、議案第２０号 令和６年度福崎町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第２号）について及び日程第２６、議案第２１号 令和６年度福崎町後

期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）についての両議案を一括議題とい

たします。

両案に対する詳細なる説明を求めます。

ほけん年金課長 議案第２０号 令和６年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）について、ご説明申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４，９７８万

７，０００円を減額し、補正後の予算額を、それぞれ１８億５，２５０万円と

するものです。

議案第２０号資料１ページから５ページにお示ししておりますのでご参照くだ

さい。

資料４ページをお願いします。

保険給付費月別状況です。それぞれ、月の途中に太線を入れておりますが、太

線までは実績値、その下については見込み値となっております。

左の欄、年間異動状況の全被保険者数は４月３，２１６人、１２月は３，０４

５人で１７１人減少しています。

歳出の大部分を占める療養給付費は、太線から下の１２月診療分から２月診療

分につきましては、１人当たりの療養給付費の伸び率を直近５年間の対前年度

伸び率の推移から５．６％と見込んで算出しております。

療養給付費の見込みは１０億９，３３８万６，０００円です。当初予算額１１

億３，９８０万円から３，９８０万円を減額し、最終予算額を１１億円と見込

んでいます。表の下に米印で記載しておりますが、最後の２月診療分について

は概算で請求されるため、先ほどの見込額の表は、概算分２，５００万円を加

えた額で算出しています。

１列飛んで右の列、高額介護・医療合算療養費は、補正後予算額３８万５，０

００円で、当初予算額３０万円に８万５，０００円を増額いたします。

資料２ページをお願いします。

歳出の勘定表です。３月補正額の列をご覧ください。

まず総務費ですが、国保システム標準化委託料について、委託を予定していた

内容を一部変更したこと及びマイナ保険証一体化に伴うシステム改修委託料が

減額になったこと等により、１，１５７万５，０００円の減額を見込んでいま

す。

次に保険給付費ですが、給付の状況については先ほど報告させていただいたと

おりです。合計金額は、予算現額１３億２，４２６万６，０００円に対し、補

正後予算額１２億８，４５５万１，０００円となり、３，９７１万５，０００

円の減額を見込んでおります。対前年度決算比２．３％減の見込みです。

歳出合計は補正後、１８億５，２５０万円で、対前年度決算比１．５％減、当
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初予算比１．７％減を見込んでいます。

資料１ページをお願いします。

歳入では、保険税につきましては、現年度分、滞納繰越分とも増額の見込みで、

全体として１，２４０万円増額の見込みです。

徴収率は現年度医療分で９４．５％、介護分で９１．５％を見込んでいます。

県支出金につきましては、普通交付金は保険給付費に対する兵庫県からの交付

金で、先ほど説明させていただいた療養給付費等の減により、総額で１２億８，

０２８万５，０００円となり、３，９７１万５，０００円の減額を見込んでお

ります。県繰入金などの特別交付金は実績見込みにより、１，０３３万２，０

００円減額の見込みです。

繰入金については、全体で予算現額１億９，１５８万７，０００円に対し、補

正後予算額は１億７，７０３万３，０００円となり、１，４５５万４，０００

円の減額見込みです。

歳入合計は補正後、１８億５，２５０万円で、対前年度決算比２．５％減、当

初予算比１．７％減の見込みです。

議案書に戻っていただき、事項別明細書でご説明申し上げます。

歳出の１３、１４ページをお願いいたします。

総務管理費は、国保システム標準化業務委託料９５５万７，０００円の減額、

特別調整交付金申請支援業務委託料６８万円の増額、電算システム改修委託料

２６９万８，０００円の減額です。

１５、１６ページをお願いいたします。

療養諸費は、先ほど説明させていただきましたが、実績見込みにより、３，９

８０万円減額するものです。

１７、１８ページをお願いします。

高額医療高額介護合算療養費につきましては、実績見込みにより、８万５，０

００円を増額するものです。

２３、２４ページをお願いします。

保険給付費等交付金償還金では、不当利得に伴う県への保険給付費の返還金で、

１５０万３，０００円を増額するものです。

次に、歳入のご説明を申し上げます。

歳入１、２ページをお願いします。

保険税は現年度、過年度合わせて合計１，２４０万円の増額となります。

３、４ページをお願いいたします。

社会保障・税番号制度システム整備費補助金は、マイナンバーカードと被保険

者証の一体化のシステム改修等に係る国庫補助金で、２８１万７，０００円増

額します。

５、６ページをお願いします。

保険給付費等交付金は、先ほど申し上げた保険給付費の減により、普通交付金

は３，９７１万５，０００円の減、特別交付金はそれぞれ実績見込みにより１，

０３３万２，０００円の減で、合計５，００４万７，０００円を減額します。

７、８ページをお願いします。

一般会計繰入金３９９万６，０００円の増額は、交付決定により保険基盤安定

繰入金（保険税軽減分）は１１５万７，０００円の増額、保険者支援分は１３

７万５，０００円の増額、未就学児均等割保険税繰入金は４万円の減額、産前

産後保険税繰入金は１０万７，０００円増額、職員給与費等繰入金は３４万円

の増額、財政安定化支援事業繰入金は１４万４，０００円の減額、その他一般
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会計繰入金は、地方単独波及分の増などにより１２０万１，０００円を増額し

ております。

９、１０ページをお願いします。

財政調整基金繰入金は、保険税の増収及び国保システム標準化委託料の減によ

り１，８５５万円減額します。

１１、１２ページをお願いします。

第三者納付金は、第三者行為による納付金分を４０万３，０００円減額するも

のです。

以上で、議案第２０号の説明を終わります。

続きまして、議案第２１号 令和６年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補

正予算（第２号）について、ご説明申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１４万５，０

００円を追加し、補正後の予算額を、それぞれ３億４，７０７万円とするもの

です。

補正の内容は、保険料の実績見込みによる増額等です。

詳細につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。

事項別明細書の歳出５、６ページをお願いします。

広域連合納付金２１４万５，０００円の増額は、保険料納付金４３０万円の増

額と、保険基盤安定納付金２１５万５，０００円の減額によるものです。

次に、歳入の説明を申し上げます。

歳入１、２ページをお願いします。

保険料４３０万円の増額は、現年度分４３０万円の増額で、現年度の収納率は

９９．４％を見込んでいます。

３、４ページをお願いします。

一般会計繰入金２１５万５，０００円の減額は、保険基盤安定繰入金の確定に

よるものです。

議案資料に勘定表をお示ししておりますので、併せてご参照ください。

以上で、議案第２１号の説明を終わります。２議案ともご審議賜り、ご賛同い

ただきますよう、よろしくお願いします。

議 長 しばらく休憩いたします。

再開を１３時といたします。

◇

休憩 午前１１時５９分

再開 午後 １時００分

◇

議 長 会議を再開いたします。

日程第２７ 議案第２２号 令和６年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて

議 長 日程第２７、議案第２２号 令和６年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算

（第３号）についてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

福 祉 課 長 議案第２２号 令和６年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

について、ご説明申し上げます。

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５，６９０万円
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を追加し、補正後の予算額を、それぞれ１９億１，１６０万円とするものでご

ざいます。

議案第２２号資料３ページをお開き願います。

まずは、介護保険事業の状況について、ご説明を申し上げます。

左上の表ですが、６５歳以上の人口推移は令和６年３月末５，５１３人、１２

月末では５，５０８人となり、高齢化率は２９．７％でございます。

６５歳以上の方の人数は減少しましたが、その右側の欄、７５歳以上の人口は、

令和６年３月末３，１３５人から令和６年１２月末３，２１５人となり、８０

人人数が増加しております。

その下側の表、２番の要介護認定者数は令和６年３月末１，０７６人、１２月

末１，０９２人で１６人の増となりました。

次に、右側中段の表ですが、令和５年４月からの月別の被保険者等の人数の推

移でございます。

右側から４列目、要介護認定者の人数の伸びに従って、介護サービスを利用す

る方の数は、その右側居宅サービス利用者数、施設サービス利用者数、地域密

着型サービス利用者数とも、その人数は上昇し続けていることが分かります。

今回の歳出の補正は、要支援、要介護の方の増加による介護サービス利用増に

よる給付費の増額が主なものになります。

それでは議案書の事項別明細書でご説明いたします。

歳出２１、２２ページをお開き願います。

１目、一般管理費７５万９，０００円の増額は、介護報酬改定に伴うシステム

改修費用の追加分です。

次、２３、２４ページをお開き願います。

１目、認定調査費１１５万９，０００円の減額は、主治医意見書作成件数の実

績見込みなどによるものです。

次、２５から２６ページをお開き願います。

１目、介護サービス給付費等諸費６，４００万円の増額は、要支援、要介護の

方の増加による介護サービス利用増による給付費の増額です。

２７から２８ページをお開き願います。

１目、介護予防・生活支援サービス事業費３４２万８，０００円の減額は、１

２節、委託料については、各介護予防事業の利用者数の実績による減額等でご

ざいます。

２目、介護予防ケアマネジメント事業費８７万５，０００円の減額は、１２節、

委託料の減額で、要支援の方のプラン作成の件数の減によるものです。

２９から３０ページをお開き願います。

１目、一般介護予防事業費１１万円の増額は、認知症カフェに対する補助金で

実施対象の増加等によるものです。

３１から３２ページをお開き願います。

１目、総合相談事業費１１０万円の減額は、１２節、委託料の減額で電算機器

の保守管理費用の実績による減額です。

４目、任意事業費１４０万７，０００円の減額は、実績による成年後見人報償

金と、認知症高齢者等やすらぎ支援事業委託料の減額です。

３３、３４ページをお開き願います。

１目、介護保険財政調整基金積立金の１００万円の増額は、次の３５、３６ペ

ージの１目、他会計繰出金と連動しておりまして、令和６年度より一般会計で

実施しています高齢者の軽度難聴の方が補聴器を購入した際に補助金を支給す



－34－

る事業に、介護保険で国から交付金としてもらえる保険者機能強化推進交付金

を充当する予定で繰出金として計上をしておりましたが、補聴器の購入に対す

る補助のみでは対象とならないことが分かりましたため、繰出金は減額して、

基金として積み立てるものでございます。

次に、歳入のご説明を申し上げます。

歳入１、２ページをお開き願います。

１ページ、使用料及び手数料の、２目、ケアマネジメント事業手数料９０万円

の減額は、実績による減額です。

３ページから４ページをお開き願います。

国庫支出金の１目、介護給付費負担金から１１ページから１２ページの県支出

金までは、歳出でご説明いたしました給付費の増額と、地域支援事業の補正に

よる、国、県、支払基金交付金それぞれの負担割合による金額の補正となりま

す。

１３ページから１４ページの財産収入の財政調整基金の利子は、実績見込みに

よる増額です。

１５ページから１６ページをお開きください。

一般会計繰入金６３６万１，０００円の増額は、こちらも給付費の増額と地域

支援事業費の補正に伴う、町負担分の負担割合による金額の補正となります。

１７から１８ページをお開きください。

繰入金の１目、介護保険財政調整基金繰入金７８７万３，０００円の増額は、

主に給付費の増額に充当するものでございます。

１９ページから２０ページをお開きください。

諸収入、２目、雑入２９万円の減額は、介護予防教室の利用者負担金の減額で

実績見込みによるものでございます。

議案資料１ページから２ページには勘定表を、４ページには令和６年度月別の

介護給付費の実績表をお付けしておりますので、後ほどご参照ください。

以上で、議案第２２号の説明を終わります。ご審議賜り、ご賛同いただきます

よう、よろしくお願いをいたします。

日程第２８ 議案第２３号 令和６年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）について

議 長 日程第２８、議案第２３号 令和６年度福崎町下水道事業会計補正予算（第

２号）についてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

上下水道課長 議案第２３号 令和６年度福崎町下水道事業会計補正予算（第２号）について、

ご説明申し上げます。

議案の次のページをご覧ください。

補正予算第２条は、収益的収入及び支出の予定額で、収入、下水道事業収益を

６７８万６，０００円減額し、１０億２，８２９万８，０００円に、支出、下

水道事業費用を５２５万４，０００円減額し、９億９，７１１万８，０００円

といたします。

次の補正予算に関する説明書、下水補１ページには、実施計画を添付しており

ますが、説明につきましては、議案第２３号資料でご説明申し上げます。

収益的収入及び支出です。

この資料は、各目・節ごとの補正予定額と、その右には、公共、農集、個別の

セグメントの内訳をお示ししております。
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上段の収入では、営業収益において、下水道使用料を実績見込みにより６７８

万６，０００円減額し、３億８，６８０万６，０００円にいたします。

下段は支出です。

営業費用では、処理場費で農業集落排水施設の電気代が不足したため、光熱水

費を３００万円増額し、６，２０８万１，０００円に。浄化槽費では、個別排

水区域で浄化槽のブロワーが故障したため、その修繕費として５万円を増額。

業務費では、受益者負担金システムの更新を見送ったため、その更新委託料８

１５万１，０００円を減額し、７８４万２，０００円といたします。

また、これらの結果で、消費税の納付額が減少し、営業外費用で消費税を１５

万３，０００円減額いたします。

議案にお戻りください。

その他の説明書としまして、下水補２ページには予定キャッシュ・フロー計算

書、下水補３ページから５ページには、令和６年度末の予定貸借対照表をお示

ししておりますので、ご参照ください。

以上、議案第２３号の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、ご賛

同いただきますようお願い申し上げます。

日程第２９ 議案第２４号 令和７年度福崎町一般会計予算について

議 長 日程第２９、議案第２４号 令和７年度福崎町一般会計予算についてを議題

といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

企画財政課長 議案第２４号 令和７年度一般会計予算について、ご説明申し上げます。

当初予算の議案に係る説明書といたしまして、別冊の一番上に、予算の概要等

の２４ページまでの資料と各会計の事項別明細書、給与費明細書、地方債に関

する調書などを取りまとめ、予算に関する説明書としております。

また、議案の後ろに、各予算の説明資料をお付けしておりますので、それぞれ、

審議の参考としていただきたいと思います。

それでは、議案の表紙をご覧ください。

第１条は、歳入歳出予算でありますが、総額を１１３億１，７００万円とし、

款項の区分及び当該区分ごとの金額は第１表で、１、２ページの歳入、３、４

ページの歳出のとおりとしております。

予算の概要説明をさせていただきますので、予算に関する説明書の上に別冊と

して添付しております、予算に関する概要書の５ページをご覧ください。

一般会計の歳入内訳であります。

１款、町税は３３億１６４万１，０００円で、定額減税が終了したことなどに

より対前年度比１億２，３１７万１，０００円、前年度比３．９％の増収と見

込んでおります。

２款、地方譲与税から９款、環境性能割交付金までの譲与税・交付金は、国・

県の伸び率・令和６年度実績などを参考に算出しており、主な増減は、５款、

株式等譲渡所得割交付金が１，３９０万円の増の４，０５０万円、７款、地方

消費税交付金が６，３８０万円増の５億５，８８０万円としています。１０款、

地方特例交付金は、減収補塡特例交付金のうち、定額減税分８，４００万円が

終了したことなどにより９，９６０万円減の３，５６０万円となっています。

１１款、地方交付税の普通交付税につきましては、基準財政収入額では、個人

所得割、株式譲渡所得割交付金、地方消費税交付金などの増収、法人税割、減
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収補塡特例交付金の減収を見込み、基準財政需要額では個別算定経費・包括算

定経費とも令和６年度交付実績や国が推計した伸び率を基に算定した結果、対

前年度予算比較で、普通交付税が２，０００万円増の１６億６，０００万円、

特別交付税は前年度同額の１億３，０００万円としています。

なお、令和７年度臨時財政対策債が発行なしで３，０００万円減のため、普通

交付税に臨時財政対策債を含めると前年度から１，０００万円の減となってい

ます。

事業量に伴い、１５款、国庫支出金は、２億５９９万５，０００円増の１１億

９，０３１万円、１６款、県支出金は、２，１９３万６，０００円減の５億８，

１０８万１，０００円、１８款、寄附金は、５，３０５万円増の１億５，８１

５万円、このうち、ふるさと応援寄附金を５，０００万円増の１億５，０００

万円見込んでおります。

２２款、町債は、事業の増加により４億４，５５０万円増の１５億３，６００

万円を見込んでいます。うち、臨時財政対策債はゼロとなっております。

歳入・歳出見積りの結果、１９款、繰入金の１行下、財政調整基金繰入金は一

般財源が不足する額３億９００万円を財政調整基金から繰り入れる予算編成と

しています。町税の増収やふるさと応援寄附金の増加などによる基金繰入金の

増、行政改革や財源の確保による歳出一般財源の減により、財政調整基金繰入

金は令和６年度予算から１億１，９００万円減少しました。

次に、概要書の７ページから１２ページにかけては、歳出の内訳（目的別・性

質別）と５年間の推移、地方債残高、基金残高の１０年間の推移をそれぞれ記

載しておりますので、後ほどお目通しください。

次に、一般職員の配置員数、人件費につきまして総括的に説明いたします。

議案第２４号資料、１ページをお開きください。

この資料では、一般会計の目ごとと、特別会計ごとの配置職員数、それぞれの

一般職員の増減理由と総人件費をお示ししています。１行目の一般会計に属す

る職員数のうち、正規職員は１２６人、再任用職員７人と、会計年度任用職

員・臨時職員が３６６人の計４９９人であります。

２ページをご覧ください。

下から２行目になります。

全会計では、正規職員１４５人、再任用職員７人、会計年度任用職員・臨時職

員が３８５人の合計５３７人であります。一番下の行になりますが、全会計で、

人件費総額では、令和６年度当初予算比較で１億２，５２９万５，０００円増

の２０億３，２７２万４，０００円であります。

なお、一般会計における人件費総額は、令和６年度当初予算比較で１億２，７

４４万２，０００円増の１８億３，９２２万６，０００円であります。

なお、資料はございませんが、一般会計における人件費の主な増減内訳は、特

別職人件費が特別職の給料を町長３割、副町長２割、教育長１．５割カットす

ることにより、１，２３０万円の減、人勧等により一般職員給が１，１１８万

円の増、臨時職員・会計年度任用職員給料が１，３００万円の増、会計年度任

用職員報酬が時給単価の引上げ等により５，４５０万円の増、令和７年度新設

された給与等の２％を支給する地域手当が２，０００万円の増、通勤手当が国

基準への見直しにより１，７００万円の減、期末勤勉手当が令和６年度人勧な

どにより２，６００万円の増、共済費が１，４１０万円の増となっています。

なお、全会計の一般職に係る給与費明細につきましては、議案資料３ページか

ら４ページに添付しておりますので、審議の参考としてください。
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続きまして、歳出の説明をいたします。例年、予算に関する説明書の事項別明

細書で主なものを説明しておりましたが、今回から予算に関する説明書の上に

別紙として添付しております予算に関する概要書の１３ページから２２ページ

に記載しております令和７年度予算主要事業で、大きく予算が増減する事業や

新規事業について説明させていただきます。

それでは、予算に関する概要書、１３ページをご覧ください。

１、ともに進める持続可能なまちづくり、上段の表、多様な主体との協働の推

進、２款１項７目、地域振興費の拡充の「拡」のところ、福崎まつり運営事業

では、運営委託料を８００万円に増額し、福崎夏まつり・秋まつりで第５０回

記念イベントを実施します。地域活性化事業では、イベント実施業務委託料９

２１万円で、例年の事業に加え、「新」のところですが、妖怪やもち麦などの

町の魅力や特産品のＰＲ活動を産官学連携で行うもちむぎブランド化事業と柳

田國男生誕１５０年記念事業として秋まつりにエルデホールで文化講演会の代

わりに妖怪を題材とした演劇サーカスの大阪マスターズ公演を実施します。議

案資料６ページに地域活性化事業の事業費と財源の一覧を記載しております。

次に、１４ページをご覧ください。

上段の表、環境保全の推進、４款２項２目、ごみ処理費の「行」のところ、中

播北部行政事務組合負担金３億６，０９４万６，０００円は、神崎郡ごみ処理

施設建設事業分担金が主なもので、令和７年度は用地造成を完了させ、施設建

設に着手します。議案資料１８ページから２０ページに中播北部行政事務組合

の予算・負担金の明細、神崎郡ごみ処理施設の配置図をそれぞれ記載しており

ます。

次に、２、学びを充実し文化を育むまちづくりの上段の表、魅力ある学校づく

りの９款２項１目、９款３項１目、小・中学校費、ＧＩＧＡスクール関連の中

の「新」のところ、一人一台端末更新３８１万４，０００円は、ＧＩＧＡスク

ール用一人一台端末を県共同調達により、小・中学校計１，７００台購入し購

入費用から国庫補助金３分の２を差し引いた残りを５年間リースするものです。

下の表になりますが、９款５項２目、給食運営費の学校給食費等無償化事業２，

８７０万７，０００円は、物価高騰対策として中学校生徒給食費を無償化する

ことによる歳入の児童生徒等給食費納付金２，７７０万７，０００円の減と歳

出の町外通園通学児童生徒給食費補助金１００万円となっております。また、

給食材料代物価高騰相当分２，１６１万円も小学生以下の給食費の値上げを行

わず据置きとしています。これらの合計額５，０３１万円に対し、財源として

国庫補助金の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（重点支援分）を５，

０３０万６，０００円充当しております。同じく給食運営費の一番下の「新」

のところ、給食配送車購入費８２０万円は、老朽化した給食配送車１台を更新

するものです。

次に、下段の表、地域と連携した教育、９款４項７目、青少年野外活動センタ

ー管理費の「新」のところ、空調設備設置工事６００万円は、キャンプ場の山

小屋にエアコンを設置するものです。

次は１５ページをご覧ください。

中ほどの表、スポーツ・レクリエーションの９款５項３目、町民グラウンド管

理費の「新」のところ、スポーツ公園管理事業の施設改修工事費３００万円は、

ソフトボール場の一塁ベンチ北側の防球ネットの増設とバックネット裏に階段

を設置するものです。町民第３グラウンド管理事業のうち、「新」のところ、

施設改修工事費３００万円は、スケートボード場南側の法面のコンクリート改
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修とさるびあドーム西側に防球ネットを設置するものです。

次に、芸術・文化の振興の一番上、「新」のところ、柳田國男生誕１５０年記

念事業４１０万円は、２款１項１目、一般管理費で、山桃忌２日目に三木家で

開催予定の柳田國男ゆかりサミットの開催と福崎町のあゆみＤＶＤ制作費用が

５０万円、２款１項７目、地域振興費で説明いたしました大阪マスターズ公演

開催費用が２２０万円、９款４項９目、辻川界隈文化振興費の柳田國男・松岡

家記念館運営事業で、柳田國男生誕１５０年関連事業として山桃忌２日目に開

催予定のひょうご民俗芸能祭、播磨福崎高校での柳田國男関連講演会開催費用

等が１４０万円となっています。

次に、１６ページをご覧ください。

３、誰もが健やかに暮らせるまちづくり、子育て支援の充実、３款２項１目、

児童福祉総務費、こども家庭センター事業の「新」のところ、子育て世帯訪問

支援業務委託１５万３，０００円は、社会福祉協議会に委託し、支援を必要と

している家庭を訪問し、家事援助や子育て支援を実施するものです。

表の中ほど、３款２項６目、学童保育費の「新」のところ、学童保育業務支援

システム導入事業１２６万２，０００円は、東部・西部両学童保育園に児童の

出欠管理や、登降園状況を保護者にお知らせする学童保育業務支援システムを

導入するものです。

次に、１７ページをご覧ください。

上段の表、健康づくりの推進、４款１項２目、予防費の予防接種事業の「新」

のところ、帯状疱疹予防接種委託５１０万円は、帯状疱疹予防接種を定期接種

で６５歳から５歳刻みの年齢を対象に実施するものです。

次に、１８ページをご覧ください。

下段の表、障がい者福祉の充実の一番上、３款１項２目、障害福祉費の２行目、

手話言語条例関係事業１５６万２，０００円は、町民・職員向け手話講座の開

催や手話ダンスチーム育成などを実施するものです。

次に、１９ページをご覧ください。

４、地域の特性をいかした活力と魅力のあるまちづくり、農林業の振興の中ほ

ど、５款１項６目、農地費の「新」のところ、町営農業用河川工作物応急対策

事業２，５００万円は、西治ヤケヌケ井堰改修工事の実施設計を、１行下の県

営かんがい排水策事業（西光寺野Ⅲ期地区）３７７万８，０００円は世界かん

がい施設遺産に認定された西光寺野疎水路の水路改修工事の実施設計を行うも

のです。議案資料２４、２５ページにそれぞれの事業の位置図と事業内容を記

載しております。

次に、２０ページをご覧ください。

中段の表、交流と観光の振興、６款１項２目、商工業振興費の観光振興事業で

は、妖怪ベンチを大庄屋三木家住宅近くの銀の馬車道沿いに設置するとともに、

公園整備でガジロウ３号機を製作します。また、ホームページ作成・観光情報

等発信委託により、特産もち麦の魅力を発信するＳＮＳを強化し、もちむぎの

やかたの利用促進・特産品の情報発信に努めます。議案資料３４ページには観

光振興事業の主要事業の事業費と財源の一覧を記載しております。

駅前・辻川両観光交流センターでは、レンタサイクルを、企業からの寄附金を

財源として更新いたします。

次に、５、誰もが安全で快適に暮らせるまちづくり、道路整備と公共交通の充

実、７款１項１目、道路橋梁総務費の「新」のところ、道路照明施設借上料３

５０万円は、道路照明２４４灯のうちＬＥＤ化未改修分の１４３灯をＬＥＤ照
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明に改修後１０年間のリースを行うものです。

次に、２１ページをご覧ください。

１番上の表、道路整備と公共交通の充実、７款１項３目、道路新設改良費、道

路新設改良事業４億８，０００万円は、町道福崎駅田原線・千束新町線・大貫

山田線の道路新設・改良に要する経費で、令和７年度は、福崎駅田原線・千束

新町線の工事に着手するとともに、大貫山田線拡幅工事の完了を目指します。

次に、一番下の表、消防・救急体制の充実、８款１項１目、常備消防費、姫路

市消防局への消防事務委託事業３億９，６５０万４，０００円のうち一番下の

行、消防施設整備費負担金が１億３，１６２万５，０００円で、令和６年度か

ら１億１，１００万円増加しております。負担金の内訳は中播消防署高規格救

急車更新が１，６７３万８，０００円、姫路市消防局の消防情報通信指令施設

更新が１億１，４８８万７，０００円となっております。

次に、２２ページをご覧ください。

一番上の表、消防・救急体制の充実の同じく常備消防費の中播消防署建替事業

１１億６，９５０万円は、中播消防署本署の庁舎建設に係る実施設計・工事監

理委託、用地造成・庁舎等建設工事費と北部出張所の用地造成・庁舎等建設工

事費に対する福崎町負担金となっております。

議案資料３８ページから４４ページに中播消防署本署及び北部出張所建替事業

の配置図、建物の平面図を記載しています。

次に、防災・減災体制の整備の下のほう、９款３項１目、中学校管理費の「新」

のところ、空調設備整備工事実施設計等委託８００万円は、福崎東中・西中両

校の体育館の空調設備整備工事に係る実施設計等の委託となっています。

歳入歳出についての説明は以上でございます。

それでは、議案にお戻りください。

第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、

期間及び限度額については第２表に計上しております。

議案の５ページをお開きください。

中播消防署建替事業で期間が令和８年度までで限度額を１１億３，１００万円

としています。

第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債に

ついては、第３表で、議案の６ページから８ページにそれぞれの目的ごとに、

限度額として計上しております。起債の方法、利率、償還の方法は、それぞれ

記載のとおりとしております。なお、金利の上昇に備え、借入利率の限度額を

２．０％以内から、３％以内に引き上げております。

次に、議案の第４条でありますが、地方自治法第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の最高限度額は、令和６年度の１５億円から今後、道路新設改

良・中播消防署建替・神崎郡ごみ処理施設建設に係る支払いで年度途中の一時

借入金の大幅な増加が見込まれますので、令和６年度の１５億円から令和７年

度は３０億円としております。

第５条は、歳出予算の流用でありますが、第１表に定めた各項の予算について

地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、流用できる場合として、

各項に計上した報酬、給与、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足が生じ

た場合、同一款内において、これらの経費を流用できることとするものであり

ます。

以上、議案第２４号 令和７年度一般会計予算の説明とさせていただきます。

よろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、お願い申し上げます。
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日程第３０ 議案第２５号 令和７年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について

日程第３１ 議案第２６号 令和７年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算について

議 長 日程第３０、議案第２５号 令和７年度福崎町国民健康保険事業特別会計予

算について及び日程第３１、議案第２６号 令和７年度福崎町後期高齢者医療事

業特別会計予算についての両議案を一括議題といたします。

両案に対する詳細なる説明を求めます。

ほけん年金課長 議案第２５号 令和７年度福崎町国民健康保険事業特別会計予算について、

ご説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額を、それぞれ１７億３，１００万円とするものです。また、

第２条は一時借入金の最高額を８，０００万円と定めるものです。議案第２５

号資料１ページから６ページにお示ししておりますので、ご参照ください。

資料１ページをご覧ください。

令和７年度の予算編成方針です。

国民健康保険制度は、国民皆保険体制の基盤をなす制度として、地域住民の健

康の保持・増進、福祉の向上及び生活の安定に重要な役割を果たしています。

しかしながら、その財政運営は、急速な被保険者の高齢化や医療の高度化等に

よる医療費の増加、また離職者や低所得者が多いという制度の構造的な問題を

抱え、非常に厳しい状況にあります。

このような課題に対応し、制度の安定化を図るため、平成３０年度に大きな制

度改正が行われ、兵庫県が財政責任主体として事業運営に加わり、町において

は、資格管理、保険給付、保険税の賦課・徴収、保健事業等の地域におけるき

め細やかな事業を行っています。

令和７年度に実施される制度改正の主なものは、課税限度額の見直し、軽減判

定所得基準額の見直し、高額療養費制度の見直しです。

令和７年度予算については、医療費の動向、被保険者数の減少等を勘案して積

算しています。被保険者数は、７５歳年齢到達した被保険者が後期高齢者医療

へ移行していくことから減少し、２，９８０人と見込んでいます。

歳出においては、その大部分を占める保険給付費について、過去３年間におけ

る給付状況や対前年度伸び率等を勘案した、県の推計金額を基に計上していま

す。

保険給付費については、療養給付費１０億１，３８０万円、対前年度当初予算

比１１．１％減、療養費８７０万円、対前年度当初予算比２０．９％減、高額

療養費１億５，５３０万円、対前年度当初予算比１．０％減を見込んでいます。

国民健康保険事業費納付金については、医療分、後期高齢者支援金分、介護納

付金分に区分して県から示された金額を計上しています。

保健事業費については、第４期特定健康診査等実施計画に基づき特定健康診

査・特定保健指導を実施し、健診受診率の向上と生活習慣病予防に努めます。

健診未受診者対策として、未受診者のデータを分析し、対象者の健康意識等に

合わせた勧奨メッセージを送り、受診を促す事業を実施します。

総務費については、令和６年度に引き続き、国保システム標準化に向けた作業

を行います。令和７年度は現行システムから抽出したデータについて検証・修

正を行った後、ガバメントクラウドを構築し、標準システムにデータを移行し

て検証などを行う予定です。

基金積立金については、令和６年度に基金を繰り入れて実施した国保システム
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標準化に係る費用を特別調整交付金として受け入れ、基金に積み立てます。

次に、歳入の保険税に関してですが、県から示された標準保険料率で積算して

います。保険税現年度分については、収納率９４．８％、２億９，５３０万円

を見込んでいます。

県支出金については、保険給付費に対する普通交付金、町の各種取組に対する

特別交付金として、県の推計金額を参考に計上しています。

また、国保財政調整基金から国保システムの標準化費用に充てるため、１，１

７３万円を繰り入れます。

第１表の歳入歳出予算につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。

歳出の２１、２２ページをお願いいたします。

一般管理費４，８１０万５，０００円は、職員の人件費と一般事務費を計上し

ています。

２３、２４ページをお願いします。

賦課徴収費４８７万８，０００円は、賦課徴収に要する経費を計上しています。

２５、２６ページをお願いします。

運営協議会費２０万７，０００円は、国保運営協議会の開催に要する経費です。

２７、２８ページをお願いします。

１目、療養給付費は１０億１，３８０万円、２目、療養費は、現金給付による

保険者負担金で８７０万円、３目、審査支払手数料は、３８２万円を計上して

います。

２９、３０ページをお願いします。

１目、高額療養費は１億５，５３０万円、２目、高額医療高額介護合算療養費

は２９万円を計上しています。

３１、３２ページをお願いします。

移送費は、１万円を計上しています。

３３、３４ページをお願いします。

出産育児一時金５００万円は、１件５０万円の１０件分を計上しています。

３５、３６ページをお願いします。

葬祭給付費１５０万円は、３０件分を計上しています。

３７、３８ページをお願いします。

精神・結核医療付加金２８０万円は、障害者自立支援医療による通院の一部負

担金相当額を計上しています。

３９、４０ページをお願いします。

傷病手当金７，０００円は、新型コロナウイルスに感染した等の際の被保険者

に支給する傷病手当金を計上しています。

４１、４２ページお願いします。

国民健康保険事業費納付金は、兵庫県の指示により３億１，６９５万円を計上

しています。

４３、４４ページをお願いします。

後期高齢者支援金等分は、１億１，０２０万７，０００円を計上しています。

４５、４６ページをお願いします。

介護納付金分は、３，２７１万３，０００円を計上しています。

４７、４８ページをお願いします。

特定健康診査等事業費は、事務費、委託料等を含め８３５万円を計上していま

す。

４９、５０ページをお願いします。
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特定保健指導等事業費は、３０万円を計上しています。

５１、５２ページをお願いします。

保健衛生普及事業費６６０万円の主なものは、人間ドック補助金１２０人分及

び脳検査補助金３０人分の３７３万７，０００円などです。

５３、５４ページをお願いします。

財政調整基金積立金は、６４５万円を計上しています。

５５、５６ページをお願いします。

利子５万円は、一時借入金利子を計上しています。

５７、５８ページをお願いします。

保険税還付金は１５０万円を計上しています。２目の保険給付費等交付金償還

金は、第三者行為や不当利得による保険給付費分を県に償還するもので１４６

万円を計上しています。

５９、６０ページをお願いします。

予備費２００万円は、予算外の支出、また予算超過に充てるための経費を計上

しています。

次に、歳入について説明いたします。

歳入３、４ページをお願いします。

保険税は３億４９０万円で、現年度分は医療分、後期高齢者支援金分、介護納

付金分で、合わせて２億９，５３０万円、滞納繰越分は９６０万円を、それぞ

れ計上しています。

５、６ページをお願いします。

督促手数料は、１３万円を計上しています。

７、８ページをお願いします。

保険給付費等交付金は、普通交付金１１億８，７９７万円、特別交付金７，１

８１万円で合計１２億５，９７８万円を計上しています。

９、１０ページお願いします。

利子及び配当金１万２，０００円は、財政調整基金利子です。

１１、１２ページをお願いします。

一般会計繰入金１億５，２４４万円は、保険基盤安定分、未就学児均等割軽減

分、産前産後軽減分、職員給与費等、出産育児一時金、財政安定化支援事業等、

資料６ページの内容でそれぞれ計上しております。

１３、１４ページをお願いします。

財政調整基金繰入金は１，１７３万円を計上しております。

１５、１６ページをお願いします。

その他繰越金は２万円を計上しております。

１７、１８ページをお願いします。

延滞金及び過料で１００万１，０００円を計上しております。

１９、２０ページをお願いします。

納付金、返納金合計９８万７，０００円は、交通事故等による第三者行為損害

賠償金、及び不当利得徴収分を計上しています。なお、６１から６３ページに、

給与費明細書を添付しておりますので、ご参照ください。

以上で、議案第２５号の説明を終わります。

続いて、議案第２６号 令和７年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計予算に

ついて、ご説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額を、それぞれ３億５，７００万円とするものです。議案第

２６号資料１、２ページにお示ししておりますので、ご参照ください。
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資料１ページ、当初予算資料をご覧ください。

この特別会計の歳入は、兵庫県後期高齢者医療広域連合が賦課する保険料の徴

収と、保険料軽減分を県と町で公費負担する保険基盤安定負担金、及び職員給

与費と事務費を一般会計から繰り入れるものです。

歳出は、一般管理費の職員給与費等と保険料徴収事務経費、及び保険基盤安定

負担金と保険料を合わせて広域連合に納付するものです。

資料２ページをお願いします。令和７年度の主な改正点です。

１つ目は、激変緩和措置の終了です。保険料率の改定は２年に一度行われてお

り、令和７年度の保険料率は令和６年度に改定されていますが、改定の際に講

じられていた激変緩和措置が終了します。

所得割率については、年金収入２１１万円相当以下の人には、所得割率１０．

３２％が適用されていましたが、７年度から１１．２４％に統一されます。ま

た、賦課限度額については、令和５年度以前から後期高齢に加入されていた人

及び令和６年度中に障害認定により新規に資格取得された人は７３万円でした

が、令和７年度から８０万円に統一されます。

２つ目は、窓口負担配慮措置の終了です。令和４年１０月に、一部負担金の割

合見直しにより、２割負担が追加されました。被保険者の急激な負担増を抑制

するため、１か月の外来受診における自己負担額の増加額を３，０００円まで

に抑える措置が取られていますが、施行後３年が経過する令和７年９月末で終

了します。

３つ目は、保険料軽減判定所得の見直しです。国民健康保険事業の令和７年度

の改正と同様に軽減判定基準額が見直され、変更となります。７割軽減は現行

のまま変更はなく、５割、２割軽減が、それぞれ記載のとおり変更となります。

４つ目は、高額療養費制度の見直しです。国民健康保険と同様に、高額療養費

制度の見直しが段階的に行われます。

第１表の歳入歳出予算につきましては事項別明細書でご説明申し上げます。

歳出の１３、１４ページをお願いします。

一般管理費１，１０９万円は、職員の人件費と一般事務費です。

１５、１６ページをお願いします。

徴収費１４８万円は、保険料の徴収に要する経費です。

１７、１８ページをお願いします。

広域連合納付金３億４，４３３万円は、保険料納付金と保険基盤安定納付金を

計上しています。

１９、２０ページをお願いします。

被保険者保険料還付金は過誤納還付金１０万円を計上しています。

次に、歳入のご説明を申し上げます。

歳入３、４ページをお願いします。

保険料は、現年度収納率９９．７３％を見込み、滞納繰越分と合わせ２億８，

０８２万円を計上しています。

５、６ページをお願いします。

督促手数料は、１万円を計上しています。

７、８ページをお願いします。

一般会計繰入金７，６０６万円は、職員給与費等と保険基盤安定繰入金を計上

しています。

９、１０ページをお願いします。

延滞金は１万円を計上しています。
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１１、１２ページをお願いします。

雑入は、広域連合からの保険料納付金過誤納還付金１０万円を計上しています。

なお、２１ページから２３ページに、給与費明細書を添付しておりますので、

ご参照ください。

以上で、議案第２６号の説明を終わります。２議案とも、ご審議賜り、ご賛同

いただきますよう、よろしくお願いします。

日程第３２ 議案第２７号 令和７年度福崎町介護保険事業特別会計予算について

議 長 日程第３２、議案第２７号 令和７年度福崎町介護保険事業特別会計予算に

ついてを議題といたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

福 祉 課 長 議案第２７号 令和７年度福崎町介護保険事業特別会計予算について、ご説

明申し上げます。

議案の表紙をご覧ください。

第１条は、歳入歳出予算であります。総額を１８億７，４７０万円とし、款項

の区分及び当該区分ごとの金額は第１表で、１ページの歳入、２ページの歳出の

とおりとしております。

まずは、予算の概要説明をさせていただきますので、議案第２７号資料１ペー

ジをご覧ください。

予算編成方針となります。

令和７年度は、第９期事業計画の２年目になります。平成１２年４月から介護

保険制度が施行され、今年度で２６年目を迎えました。制度が定着し、サービス

給付費は年々増加しております。

少し飛びまして、中ほどからです。

令和６年度には、人口構造や社会経済状況の変化を踏まえ、地域包括ケアシス

テムの深化・推進、自立支援・重度化防止に向けた対応、良質な介護サービスの

効率的な提供に向けた働きやすい職場づくり、制度の安定化・持続可能性の確保

を基本的な視点として、プラス１．５９％の介護報酬改定が行われました。

令和７年度の予算編成は、第９期事業計画に基づき積算をしております。計画

では被保険者５，５１５人、要介護認定者数は１，１１８人を見込み、介護給付

費は１７億７５０万円を見込みました。

また、令和９年度から令和１１年度までの３年間を計画期間とする第１０期福

崎町ゴールドサルビアプランを令和７年度と令和８年度の２か年で策定をいたし

ます。令和７年度はアンケート調査を実施し、基礎的な地域データ及び資料分析

に取り組みます。

地域支援事業は、軽度認定者の増加に伴い、介護予防ケアマネジメントの需要

が高まる中、適切な介護予防・自立支援に向けたケアプランの作成に努めるとと

もに、今後増加が見込まれる認知症高齢者に対する施策の推進に努めます。

地域支援事業費は、各補助金枠の上限額以内を設定し、保健師等人件費を合わ

せて９，６３５万円を見込んでいます。

次、右側です。

歳入においては、第１号被保険者保険料、国・県・町による介護給付費負担金、

市町の高齢化率及び所得分布状況を勘案して決められる介護給付費調整交付金、

第２号被保険者保険料からの支払基金交付金が保険給付費の財源となります。

また、地域支援事業は介護予防・生活支援サービス事業、介護予防ケアマネジ
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メント事業、一般介護予防事業からなる総合事業と、地域包括支援センターの運

営、社会保障充実に係る事業からなる総合事業以外の包括的支援事業及び任意事

業の交付金が財源となります。それぞれ歳出に見合うルール分を計上をいたして

おります。

第１表の歳入歳出予算につきましては事項別明細書でご説明を申し上げます。

事項別明細書の歳出の３１、３２ページをお開き願います。

一般管理費４，３３２万円は、職員の人件費と事務費を計上しております。事

務費の中には第１０期介護保険事業計画策定に向けた委託料を後ほど説明いたし

ます債務負担行為とともに計上をさせていただいております。

３５、３６ページをお開き願います。

賦課徴収費１７５万円は、保険料の賦課徴収に要する経費です。

３７、３８ページをお開き願います。

認定調査費６３９万７，０００円は、認定調査に要する経費で、主なものは主

治医意見書作成料４７５万円でございます。

また、神崎郡認定審査会共同設置負担金は、１，４７７万円を計上しています。

令和７年度は神崎郡介護認定審査会にて使用するシステムの更新等の費用の計上

があり、負担金が増額となっております。

３９から４０ページをお開き願います。

介護保険運営協議会費１１万３，０００円は、介護保険運営協議会開催に係る

経費でございます。

４１から４２ページをお開き願います。

介護サービス給付費等諸費１７億７５０万円は、審査支払手数料１４１万円と、

介護給付費及び介護予防給付費合わせて１７億６０９万円で、対前年度予算比２．

４％増を見込んでいます。

次、４３から４４ページをお開き願います。

１目、介護予防・生活支援サービス事業費４，６７６万円は、要支援１・２の

方と基本チェックリストで対象となられた方の通所型・訪問型サービスに要する

費用で、２目、介護予防ケアマネジメント事業費２，０００万円は、要支援１・

２の方と基本チェックリストで対象となられた方、また予防給付の利用を希望さ

れる方に、自立支援のためのマネジメント費用を計上をいたしております。

４７から４８ページをお開き願います。

一般介護予防事業費２４０万円は、総合事業のうち一般介護予防事業に要する

経費で、主に、ふくろうの会やふれあい喫茶などの活動補助金を計上をいたして

おります。

４９から５０ページをお開き願います。

１目、総合相談事業費５０万円は、相談業務等に係る費用を計上しています。

令和６年度予算では、第９期介護保険事業計画の報酬改定に対応するためシステ

ム改修委託料等を計上しておりましたが、令和７年度は実施しないため減額とな

っております。

２目、権利擁護事業費１６５万円は、職員出向負担金等を計上いたしておりま

す。

３目、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費４７９万円は、職員１名分

の給与等を計上をいたしております。

５１から５２ページをお開き願います。

４目、任意事業費３００万円は、やすらぎ支援事業委託料や家族介護慰労金・

成年後見人に係る費用等を計上をいたしております。
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５目、在宅医療・介護連携推進事業費３００万円は、在宅医療・介護連携推進

のため調整等を行うセンターの運営を郡３町で医師会に委託している経費でござ

います。

６目、生活支援体制整備事業費６０９万円は、生活支援協議体に関わる職員出

向負担金や事務費等を計上しております。

５３から５４ページをお開き願います。

７目、認知症総合支援事業費６８６万円は、職員１名分の人件費と認知症初期

集中支援チーム等に要する経費を計上をいたしております。

８目、地域ケア会議推進事業費１３０万円は、職員出向負担金と地域ケア会議

等運営に要する経費を計上いたしております。

５７から５８ページをお開き願います。

１目、介護保険財政調整基金積立金４３０万円は、保険者機能強化推進交付金

等に係る積立金を計上いたしております。

５９から６０ページをお開き願います。

諸支出金は、保険料過誤納還付金１０万円、国や支払基金への過年度返還金１

０万円を計上いたしております。

次に、歳入のご説明を申し上げます。

歳入の３ページ、４ページをお開き願います。

第１号被保険者保険料４億１，４６０万円は、現年度分、４億１，３４７万円

と滞納繰越分１１３万円を計上いたしております。

５ページから６ページをお開き願います。

督促手数料２万円と、介護予防支援計画作成手数料９５９万円を計上しており

ます。

７ページをお開き願います。

７ページの国庫負担金から１６ページ県補助金までは、歳出の介護給付費等に

対しまして、国、支払基金、県のそれぞれのルール分を計上をいたしております。

１７から１８ページをお開き願います。

要介護認定事務委託金として１万７，０００円を計上しております。

１９から２０ページをお開き願います。

利子及び配当金１２万８，０００円は、基金利子を計上いたしております。

２１から２２ページをお開き願います。

一般会計繰入金３億８１０万円は、介護給付費等に係る町負担分と、職員給与

費等繰入金及び、第１段階から第３段階の低所得者保険料軽減分を計上いたして

おります。

２３ページから２４ページをお開き願います。

介護保険財政調整基金繰入金１，１０５万円は、保険給付費不足分を計上いた

しております。

２５から２６ページをお開き願います。

前年度繰越金として２万円を計上いたしております。

２７から２８ページをお開き願います。

諸収入、第三者納付金は１万円、雑入の１３２万円は、総合事業等の利用者負

担金などを計上いたしております。

次、２９から３０ページをお開き願います。

延滞金は１万円を計上いたしております。

６３ページから６５ページには、給与費明細書を添付しておりますのでご参照

ください。
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また、議案資料の２ページから３ページには、歳入歳出のそれぞれの勘定表を

添付しております。後ほどご参照ください。

最後に議案にお戻りください。

議案の第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができ

る事項、期間及び限度額については第２表に計上をしております。

議案の３ページをお開きください。

介護保険事業計画策定業務委託事業が令和８年度までで４４０万円としており

ます。

以上で、議案第２７号の説明を終わります。よろしくご審議賜り、ご賛同いた

だきますよう、お願いをいたします。

議 長 しばらく休憩いたします。

再開を２時２０分といたします。

◇

休憩 午後 ２時０４分

再開 午後 ２時２０分

◇

議 長 会議を再開いたします。

日程第３３ 議案第２８号 令和７年度福崎町水道事業会計予算について

日程第３４ 議案第２９号 令和７年度福崎町工業用水道事業会計予算について

日程第３５ 議案第３０号 令和７年度福崎町下水道事業会計予算について

議 長 日程第３３、議案第２８号 令和７年度福崎町水道事業会計予算についてか

ら、日程第３５、議案第３０号 令和７年度福崎町下水道事業会計予算について

までの３議案を一括議題といたします。

各議案に対する詳細なる説明を求めます。

上下水道課長 ３企業会計の令和７年度予算につきまして、一括してご説明申し上げます。

まず、議案第２８号 令和７年度福崎町水道事業会計予算について、ご説明申

し上げます。

議案の、次のページをご覧ください。

第２条、業務の予定量については、給水戸数は８，５００戸で、前年度比１０

０戸の増、年間給水量は２３４万㎥で、前年度比３万㎥の増、１日平均給水量は

６，４１０㎥で、前年度比１１０㎥の増としております。

主な建設改良事業は、八反田水管橋耐震補強工事については、令和６年度に引

き続き、橋脚の補強を中心に工事を進めていきます。工事期間は令和８年度まで

の３年間としております。

福崎企業団地連絡管布設工事は、令和６年度の第２工区に引き続き、第３工区

へと進む予定としております。

また、町道東大貫溝口線配水管更新工事は、ＪＡライスセンター南の町道に埋

設されております配水管が老朽化しているため、耐震管に入れ替える工事となり

ます。

議案第２８号資料９ページに、工事予定箇所の位置図を添付しておりますので

ご参照ください。

１ページ中段、第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入の水道事業収益

が４億２，３３０万円で前年度比１．７％の減、支出の水道事業費用は４億４０
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０万円で前年度比１．５％の増としております。

第４条の資本的収入及び支出の予定額は、２ページ、資本的収入は１，０７０

万円、資本的支出は３億４，２８０万円としております。前年度に比べ、収入、

支出とも大きく減となっておりますが、これは令和６年度で国庫補助金の追加割

当てがあったため、７年度への未契約繰越しとして工事を実施することなどがそ

の要因となっております。

なお、１ページ下段、第４条の資本的収入額が資本的支出額に対して不足する

額３億３，２１０万円につきましては、括弧書きに記載のとおり、当年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額２，７３６万２，０００円、過年度分損益勘

定留保資金２億４７３万８，０００円、及び建設改良積立金取崩額１億円で補塡

する予定としております。

２ページ中段、第５条は、水道施設運転管理業務委託のため、債務負担行為を

設定するもので、期間は令和８年度から１０年度の３年間、限度額は７，７００

万円としております。

第６条は、一時借入金の限度額、第７条は、予定支出の各項の、経費の金額の

流用、第８条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費、第９条

は、他会計からの補助金、第１０条は、たな卸資産購入の限度額について、それ

ぞれ、記載のとおり定めるものでございます。

次に、予算の内容につきましてご説明いたします。

予算に関する説明書をご覧ください。

全会計のうち、後ろ、３会計が企業会計となっております。

水道事業会計の１ページ、２ページをお開きください。

こちらが、実施計画となります。この明細を１７ページ以降に記載しておりま

すので、そちらで説明をいたします。

まず、収益的収入及び支出です。

支出から説明いたしますので、１８ページ中段以降をご覧ください。

支出は、営業費用が３億９，２３５万５，０００円で、１目、原水及び浄水費

は５，５６３万円、前年度と比べ約７６０万円の増。内訳では、最下段の１１節、

修繕費で、井ノ口水源地建屋の屋根が腐食していることから、その修繕費で約５

００万円を増額しております

１９ページの２目、配水及び給水費は、９，８２０万７，０００円で、前年度

比約４７万円の増。内訳は、中段の１０節、修繕費で、東部工業団地配水池緊急

遮断弁の修理代を計上し、予定額を約２８０万円増額、また１３節、材料費につ

いては、毎年実施しておりますメーター替えにおいて、郡内でメーターの共同購

入を実施することから単価が下がり、予定額を約３００万円減額しております。

２０ページ、４目、総係費は、前年度比約３７０万円の減額、内訳では１０節

の委託料で、前年度計上していた水道料金システムの改修委託料がなくなったこ

とから予定額を減額しております。

また、下段では減価償却費や資産減耗費を計上しております。

次の２１ページの営業外費用１，１６３万５，０００円は、企業債の支払利息、

雑支出で漏水還付金などを計上しております。

１７ページにお戻りください。

次は収入です。

収入は、営業収益が３億１，７２１万５，０００円、うち１目の水道料金は３

億５１７万円で、前年度と比べ約２６０万円の増としております。

営業外収益は１億６０７万５，０００円で、前年度と比べ約１，１００万円の
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減となっております。この主な要因は、次の１８ページ上段、６目の消費税還付

金で、工事量の減により消費税の還付金が減るため、前年度と比べ約１，１９０

万円の減としていることによるものでございます。

次に、資本的収入及び支出です。

２３ページの支出から説明いたします。

１目、建設改良費は冒頭、議案の業務の予定量で説明をいたしました事業など

で３億１，１００万円、２目、企業債償還金は３，１８０万円を計上しておりま

す。

２２ページにお戻りください。

次は収入です。

他会計補助金は一般会計からの補助金で７０万円、そして、工事負担金では、

給水工事に係る申請者からの負担金１，０００万円を計上しております。

明細は以上となりますが、議案第２８号資料１ページからは、それぞれの積算

内訳などを記載したものを添付しておりますので、ご参照ください。

予算に関するその他説明資料としましては、３ページが予定キャッシュ・フロ

ー計算書、４ページから６ページは、給与費明細書、８ページは、令和６年度の

予定損益計算書、９ページからは、令和６年度末の予定貸借対照表、１３ページ

からは、令和７年度末の予定貸借対照表をお示ししておりますので、それぞれご

参照ください。

以上、議案第２８号の説明とさせていただきます。

続きまして、議案第２９号 令和７年度福崎町工業用水道事業会計予算につい

て、ご説明申し上げます。

議案の次のページをご覧ください。

第２条、業務の予定量ですが、給水事業所数は２９事業所で、前年度と同数、

年間給水量は５６万㎥、前年度比３万４，０００㎥の減、１日平均給水量は１，

５３０㎥で、前年度比７０㎥の減としております。

建設改良事業では、中播消防署西側の七種川水管橋の更新工事、及びその施工

監理業務委託を予定しております。

議案２９号資料５ページに、工事予定箇所の位置図を添付しておりますのでご

参照ください。

中段、第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入の工業用水道事業収益が

５，３４０万円で前年度比６．６％の増、支出の工業用水道事業費用は４，７３

０万円で前年度比１．１％の減を見込んでおります。

第４条の資本的収入及び支出の予定額は、２ページになりますが、資本的収入

は６，６００万円、資本的支出は１億２，３６０万円としております。建設改良

費では、先ほど説明いたしました事業で１億１，５００万円を予定し、企業債償

還金は元金の償還８６０万円を予定しております。

１ページに戻っていただきまして、下段では、第４条の資本的収入額が資本的

支出額に対して不足する額５，７６０万円につきましては、括弧書きに記載のと

おり、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，０４５万４，０００

円、過年度分損益勘定留保資金２，５５０万４，０００円、当年度分損益勘定留

保資金８６３万６，０００円、建設改良積立金１，３００万６，０００円で補塡

するものとしております。

２ページです。

中段第５条は、七種川水管橋更新工事のため、債務負担行為を設定するもので、

期間は令和８年度、限度額は１億２，０００万円としております。
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第６条は、企業債について、目的や限度額、方法、利率、償還方法をそれぞれ

記載のとおり定めるものでございます。

第７条は、一時借入金の限度額、第８条は、予定支出の各項の、経費の金額の

流用、次の３ページ、第９条は、議会の議決を経なければ流用することができな

い経費について、それぞれ記載のとおり定めるものでございます。

次に、予算の内容につきまして、説明をいたします。

予算に関する説明書、工業用水道事業会計、１、２ページをお開きください。

実施計画となりますが、説明につきましては１７ページ以降の明細書で説明を

いたします。

まず、収益的収入及び支出です。

支出から説明いたしますので１８ページをご覧ください。

支出は、営業費用が４，５７６万円、前年度比約６４万円の減。主なものとし

まして、次の１９ページ、２目１節の受託工事費では、メーター替えに係る工事

費を計上しておりますが、対象企業数が大きく減となったことから、予定額を前

年度比１８０万円減額しております。そのほか、減価償却費や、営業外費用では

企業債の支払利息などを計上しております。

次に、１７ページにお戻りください。

収入です。営業収益は３，４５７万円で、水道料金は、前年度と比べ約１７０

万円減の３，４３２万円を見込んでおります。有収水量の減少が要因となってお

ります。

営業外収益は１，８８３万円で、２目、長期前受金戻入が主な収入となります。

前年度と比べ約６８０万円の増となっておりますが、最下段の消費税還付金が、

建設改良費の増により、大きく増えたことがその要因となっております。

続きまして、２０ページ、資本的収入及び支出です。

収入は、企業債の借入れ６，６００万円を予定しております。

支出では、冒頭説明いたしました事業に要する建設改良費１億１，５００万円

と、企業債償還金８６０万円を計上しています。

なお、議案第２９号資料に、それぞれの積算内訳などを記載したものを添付し

ておりますので、ご参照ください。

予算に関するその他説明資料としましては、３ページが予定キャッシュ・フロ

ー計算書、４ページから６ページが給与費明細書、８ページからが令和６年度の

予定損益計算書、９ページからは、令和６年度末の予定貸借対照表、１３ページ

からは、令和７年度末の予定貸借対照表をお示ししておりますので、それぞれご

参照ください。

以上、議案第２９号の説明とさせていただきます。

続きまして、議案第３０号 令和７年度福崎町下水道事業会計予算について、

ご説明申し上げます。

議案の次のページをお開きください。

第２条に定めた業務の予定量は、接続件数６，０９０件、前年度比５５件の増、

年間総処理水量は２４５万４，７００㎥で、前年度比５，２００㎥の増、１日平

均処理水量は６，７３０㎥で、前年度比２０㎥の増としております。

主な建設改良事業は、令和７年度より、農業集落排水を公共下水道へ統合する

工事に取りかかります。まずは板坂地区から始める予定としております。

また、川すそ雨水幹線工事については、現在進めております町道東大貫溝口線、

播但有料道路の高架下から三鷹倉庫付近までの（その１４）の工事は繰越工事と

して行い、三鷹倉庫付近から株式会社エーモン付近までを（その１５）として進
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めていく予定としております。

さらに福崎浄化センターにおいては、ストックマネジメント計画に基づく機械

電気設備の更新工事を実施いたします。

議案第３０号資料８ページ及び９ページに、工事の実施箇所図を添付しており

ますので、ご参照ください。

次の第３条は、収益的収入及び支出の予定額です。

下水道事業収益は９億９，３５６万５，０００円で前年度比４．０％の減、下

水道事業費用は９億８，５０３万７，０００円で前年度比２．４％の減としてお

ります。

第４条は、資本的収入及び支出の予定額で、２ページ、上の表、資本的収入は

５億５，９４０万円で前年度比０．９％の減、資本的支出は９億３，９６５万８，

０００円で前年度比１．０％の減を見込んでおります。

１ページにお戻りください。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額３億８，０２５万８，０００

円は、括弧書きに記載のとおり、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整

額１，２５０万１，０００円、過年度分損益勘定留保資金１，４４５万３，００

０円、当年度分損益勘定留保資金３億４，０５９万９，０００円及び未処分利益

剰余金１，２７０万５，０００円で補塡するものとしております。

２ページ第５条は、企業債の目的、限度額などで、上段は下水道事業債、下段

は資本費平準化債について、限度額、方法、利率、償還方法をそれぞれ記載のと

おり定めるものでございます。

次の第６条では、一時借入金の限度額、第７条は、予定支出の各項の経費の金

額の流用、３ページ、第８条は、議会の議決を経なければ流用することができな

い経費、第９条は、他会計からの補助金、第１０条は、利益剰余金の処分につい

て、それぞれ記載のとおり定めております。

次に、予算の内容につきまして、説明をいたします。

予算に関する説明書の１、２ページが実施計画でございますが、説明につきま

しては、２０ページ以降の明細書で説明をいたします。

まず、収益的収入及び支出の、支出から説明いたしますので、２１ページをお

開きください。

下水道事業費用は営業費用が８億８，５４８万２，０００円で、前年度と比べ、

約２，０００万円の減となっております。主な要因については、２１ページ中ほ

どの３目、処理場費で、１節、給料から４節、法定福利費までの人件費が、福崎

浄化センターの職員数減に伴い減額、下から３行目、１４節、修繕費が、前年度

比約１，５００万円の減となったことが大きな要因となっております。なお、２

３ページ、８目１節の固定資産除却費では、農業集落排水の下水道統合に伴い板

坂処理場を廃止するため、約１，２００万円の除却費を計上しております。

同じく２３ページの営業外費用は９，９５５万５，０００円で、企業債利息や

消費税納付金、雑支出では漏水還付金などを計上しております。

次に収入です。

２０ページをお願いいたします。

下水道事業収益は、営業収益が４億６，０６８万５，０００円、下水道使用料

は料金改定の影響で４億１，９０１万円、前年度と比べ約２，５００万円の増を

見込んでおります。

一般会計からの繰入れについては、総務省繰出基準に基づくものを負担金、基

準外の経費に対するものを補助金として、営業収益及び営業外収益でそれぞれ受
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け入れます。

営業外収益は５億３，２８８万円で、前年度と比べ、約７，１００万円の減と

なっております。これは、先ほど説明いたしました一般会計からの負担金が約６，

７００万円減少したことが大きな要因となっております。繰入金の減少について

は、使用料収入が増加したことや、公共下水道において汚水の資本費が減少した

ことが主な要因となっております。

続きまして、資本的収入及び支出です。

支出から説明いたしますので２５ページをお開きください。

資本的支出です。

建設改良費は３億３，９３８万５，０００円で、冒頭、業務の予定量で説明申

し上げました事業などに要する費用や、人件費を管路整備費及び雨水の管路整備

費として計上をしております。

２６ページ、固定資産購入費は、非常時のための予備ポンプ購入費、企業債償

還金は、元金の償還予定額５億９，０８３万１，０００円で、前年度と比べ約１，

０００万円の減となっております。

続いて、収入です。

２４ページにお戻りください。

資本的収入は、建設改良事業に係る企業債や、社会資本整備総合交付金の国庫

補助金、新規ます設置に伴う各負担金などを計上しております。また、一般会計

からの繰入れについては、資本費平準化債を借り入れても、さらに不足する額を

出資金で受け入れます。

全体の繰入額は、３億７，１００万円で、前年度と比べ９，３００万円減少を

しております。

なお、議案第３０号資料では、それぞれの積算内訳などを記載したものを添付

しておりますので、ご参照ください。

その他の予算に関する説明書につきましては、３ページが予定キャッシュ・フ

ロー計算書、４ページから６ページが給与費明細書、８ページは令和６年度の予

定損益計算書、９ページからは令和６年度末の予定貸借対照表、１５ページから

は令和７年度末の予定貸借対照表をお示ししておりますので、それぞれご参照く

ださい。

以上、議案第３０号の説明とさせていただきます。３議案とも、よろしくご審

議を賜り、ご賛同いただきますようよろしくお願い申し上げます。

日程第３６ 議案第３１号 福崎町道路線の廃止及び認定について

議 長 日程第３６、議案第３１号 福崎町道路線の廃止及び認定についてを議題と

いたします。

本案に対する詳細なる説明を求めます。

まちづくり課長 議案第３１号 福崎町道路線の廃止及び認定について、ご説明申し上げます。

当議案は、道路法第１０条第３項及び第８条第２項の規定により、福崎町道路

線を別紙のとおり廃止及び認定することについて議会の議決を求めるものでご

ざいます。

議案別紙をご覧ください。

１ページには、廃止を行う路線として、宮ノ下線、３２５号線、８２６号線、

８２８号線、８２９号線、８３０号線及び９１９号線の７路線を、１ページ下

段から２ページにかけては、認定する路線としまして、宮ノ下線、３２５－１
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号線、３２５－２号線、８２９号線及び８３０号線の５路線についてそれぞれ

の路線情報を記載しております。

最初に、廃止する路線についてでございます。

２級町道、宮ノ下線、３級町道、３２５号線、４級町道では８２６号線、８２

８号線、８２９号線、８３０号線、９１９号線となります。こちらの路線の位

置等につきましては、議案第３１号の説明資料１ページをご覧ください。

こちらの７路線は、路線の一部、または路線全体が現在兵庫県において実施さ

れております高岡福田地区のほ場整備区域内となっている路線となり、ほ場整

備事業におきまして、道路の付け替え工事が実施されております。事業の進捗

により、ほ場整備の事業区間内において現況の道路形態がなくなっている路線

について、認定を廃止するにあたり、一旦全線を廃止させていただくものでご

ざいます。

次に、認定する路線です。

こちらは議案第３１号の説明資料２ページをお願いいたします。

先ほど廃止しました路線のうち、ほ場整備の区域外であるため、現状、道路と

して残っている箇所５路線につきまして新たに認定を行うものでございます。

なお、認定する路線の等級、路線番号につきましては、それぞれ廃止前の等級

及び路線番号を引き継ぐ形としております。

また、廃止した区間を含む路線の再認定、こちらにつきましては、ほ場整備事

業完了後になると思われますが、改良区や、また地元区との調整を行いながら

検討していくつもりでございます。

なお、廃止しますそれぞれの路線の名称、路線の起点終点、路線延長及び路線

の最小幅員・最大幅員に関する情報につきましては、説明資料の１ページに、

また認定しますそれぞれの路線についての各情報につきましては、説明資料の

２ページにお示ししているとおりでございます。

以上、議案第３１号 福崎町道路線の廃止及び認定についての提案説明とさせ

ていただきます。よろしくご審議いただき、ご賛同賜りますようお願いいたし

ます。

議 長 以上で、本定例会１日目の日程が終わりました。

定例会２日目は３月５日水曜日、午前９時３０分から再開いたします。

本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。

散会 午後 ２時４７分


